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京都府中小企業技術センター トピックス

「中小企業応援センター」のご紹介

次世代の自動車用ホイール×京都の工芸

総合受付には、お客様相談窓口としてコンシェルジュが常駐し、「創業」「事
業承継」「経営改善」「販路開拓」「融資・資金」「雇用・人材育成」などの経営
課題に応じて適切な産業支援機関をご案内します。

商工会、商工会議所、京都府商
工会連合会、京都府中小企業団
体中央会、京都産業21を核に構
成される中小企業応援隊。中小
企業の皆様の声をよく聴いて、
経営の安定と成長に向け様々な
悩みに寄り添い支援します。

　京都経済センターの３階、４階を中心に展開する「中小企業応援
センター」には府内の産業支援機関が集まり、それぞれが持つ情
報、ノウハウ、ネットワークを活用し、中小企業の皆様を応援します。

●お問い合わせ先／ （公財）京都産業21 京都経済センター支所　TEL：075-708-3333  E-mail：keizai-center@ki21.jp

どなたでもご利用いただける貸会議室の
ご予約はホームページから
https://keizai-center.kyoto/

起業・新事業のための共創の場 元気な商店街づくりの支援 海外ビジネスへの取組支援

TEL  075-708-3063

お客様相談窓口
（よろず支援拠点）

商店街創生センター中小企業応援隊の拠点 京都海外ビジネスセンター
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シリーズ「京の技」 ― タマヤ（株）
事業承継セミナー開催報告
近畿・四国合同広域商談会 受注企業募集のお知らせ
令和元年度下請取引適正化推進月間
“けいはんな”発、元気企業 ― ミツフジ（株）
「２０１９年度 京都府高等学校ロボット大会」開催報告
グルメ＆ダイニングスタイルショー秋２０１９及び
地方銀行フードセレクション２０１９「京都ブース」出展報告
こんにちは、京都産業21です
小規模企業者等ビジネス創造設備貸与制度のご案内
設備貸与企業紹介 ― （株）マナ
受発注あっせん情報
研究報告
― 凝集・合金化処理を利用した抗菌性複合化銀粒子の検討
― 電源線伝導電磁ノイズの誤差要因検証
技術トレンド ― 電波吸収体について 
業務・相談事例紹介 ― ICP発光分光分析について
機器紹介
― 雷サージ試験機と静電気放電試験機
― テラヘルツ非破壊検査装置のご紹介
技術センターから
― デジタルマニファクチャリング研究会
　 「中丹商品開発部」活動紹介
京都発明協会からのお知らせ
トピックス  ・中小企業応援センターのご紹介

・次世代の自動車用ホイール × 京都の工芸

　当技術センターが支援している新工芸研究会は、京都が培ってきた工芸の素材や技術、感性、そして文化を新素材や新技術と
融合させて、国内外の生活空間や商業空間に生かしていけるような新たな工芸の「もの」や「こと」を生み出すことを目指して活動
しています。最近の研究テーマは「現代のＢtoＢのお誂え」。かつて本阿弥光悦や尾形光琳らが公家や大名、豪商などをパトロン＝
顧客として、京都の職人たちの優れた技を生かしてそれまでにない新しい造形や表現を創出し提供してきた「琳派のモノづくりの
仕組み」を現代に再構築しています。
　そこに「京都の伝統工芸とコラボして、自動車用ホイールの未知の魅力を探り提案したい」と、コンセプトホイール制作の注文を
くださったのは自動車用ホイールを主力製品とする中央精機（株）。当研究会がプロデューサーとなって会員企業とそのネット
ワーク工房の技術を横断的に取り入れて制作し、９月に開催された自動車メーカー向け技術展示会に出展して好評を博しました。
　京都の工芸とのコラボレーションを考えておられる企業さんはぜひ当研究会にご相談ください。
　■ 新工芸研究会　http://www.shinkogei-kyoto.com

新工芸研究会の「現代のＢtoＢのお誂え」事業

中央精機(株)の方々も毎月の例会やミーティングに
参加され、一緒に検討を重ねた

「華」をテーマとしたホイールは金箔が透ける朱合漆
の上に梨地の蒔絵を施した

「翔」がテーマのホイールは龍をモチーフに、京焼の
玉を掴む五本の爪を鎚起で表現した

オープンイノベーション
カフェ「KOIN」

コイン



印刷紙器やラベル・シール印刷を中心に
さまざまな包装資材を印刷・製造

　当社は1949（昭和24）年にタマヤ紙器工業所として創業
し、印刷紙器の製造を開始しました。印刷紙器とはボール紙や
白板紙に印刷や加工を施した紙箱のことです。当時、綾部市
に本社を置いていた大手繊維製品メーカーから数多くの包
装資材を受注し、繊維業界の成長と足並みを揃えるように事
業を拡大してきました。1971（昭和46）年、タマヤ株式会社
に社名を変更。印刷技術の進展に合わせて新しい印刷機を導
入する他、ラベル印刷機なども増設。現在は印刷紙器やラベ
ル・シール印刷を中心に、あらゆる包装資材の印刷・製造を手
がけています。
　当社の大きな強みは、企画・デザインから製版、印刷やニス
加工、製函、ラベル印刷まで包装資材に関わるすべてを自社で
一貫生産できるところにあります。創業当時、本社を構える綾
部市に同業他社が少なかったことから、難しい技術や設備を必
要とする印刷や加工も含めてお客様のご要望にすべて自社で
対応する体制を整えてきたことが今につながっています。
　また、最新鋭の印刷機をいち早く導入するだけでなく、そう
した機械の特性や機能を存分に活用できる技術力を磨くこと
も重視しています。例えば、ニスのコーティング工程を活用し
た剥離ニスによって紙表面に浮き彫りのような質感を実現する
疑似エンボス加工や、箔押しのような効果を実現する加工法を
考案。本来特別な設備が必要な特殊加工の効果を再現するこ
とで、コストダウンを図りながら、高級感のある印刷紙器を開発
しました。その他にもプリンター糊や水性ニスなどさまざまな
材料を使って多様な表面加工を可能にしています。
　箱を手に取った人の「心を動かす」形やデザインでお客様の

商品の付加価値を高めるのが、当社の役割です。そのために自
社でパッケージを企画・デザインし、お客様に提案も行っていま
す。その一つがリサイクルできる紙トレー「はがし太郎」です。コ
ンビニやスーパー等で使用する食品を入れる紙箱には食品が
紙につかないようフィルムを貼りますが、廃棄処理に手間やコ
ストがかかりました。そこで、環境に配慮した簡単にフィルムを
はがせる紙トレーを開発し、分別作業を楽にしました。こうして
お客様の潜在ニーズや社会的な要請に敏感に対応し、ユニー
クなパッケージを開発・提案しています。
　そうした自社開発の中で、新しいパッケージ材の製造技術を
開発し、今回、京都中小企業技術大賞の優秀技術賞を受賞しま
した。

組み立ての時間と手間を削減する
新形状の印刷紙器を作るため製函機を改造

　きっかけは、ギフトカタログなどの製造を事業としておられる
お客様から「カタログを入れる紙箱の組み立て作業が大変だ」
という悩みをお聞きしたことでした。
　従来の紙箱は四方を2回ずつ折り畳んで組み立てる形状で、
8工程もの作業を必要としました。「組み立てに非常に時間と手
間がかかる。そのための人材を確保できず、納期に間に合わな
いこともある。もっと簡単にスピーディーに組み立てられるパッ
ケージはないか」と頭を悩ませておられました。
　そこで当社では、従来品より簡単に組み立てられる形状の印
刷紙器を検討することから始めました。目を付けたのは、長年
にわたって繊維製品メーカーのお客様の印刷紙器を製造して
きた製函機です。この機械で作るパッケージは、折り目をつけ
た四方のうち、二つの側面をあらかじめ糊付けし、少ない作業

工数で組み立てられる
形状が特徴です。手作
業でも簡単に組み立
てられることから、これ
を活用しようと考えま
した。
　そのためには新しい
形状に合わせて製函
機を改造する必要があります。最も工夫を要したのは、紙面に
折り目をつけ、二側面を糊付けする工程です。まず今回の紙の
形状に合うよう自社で治具を考案し、製函機の「折り」の工程に
設置しました。続いて、難航したのが糊付けの工程でした。従来
の水性糊では接着が難しかったため、熱で接着するホットメルト
接着剤を採用。これによって接着圧力を下げ、組み立てやすい
パッケージを完成させることができました。

開発した技術を必要とするお客様にも展開
人々の「心を豊かにする」パッケージを目指して

　納品したパッケージでお客様のお悩みは一気に解消され、大
変喜んでいただきました。その後はすべてのパッケージの製造
を任せていただいています。

1 Management & Technology for Creative Kyoto 2019.11

タマヤ株式会社

第40回

組み立て作業の省力化を実現するパッケージ材の
製造技術を開発

http://www.tamayakk.co.jp/
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平成30年度「京都中小企業優秀技術賞」を受賞された企業の概要、受賞の対象となった技術・製品について、代表者にお話を伺います。

技術者からのひと言

　製函機を改造するにあたって最も苦心したのは、糊
付け工程です。ホットメルト接着剤にたどり着くまでず
いぶん試行錯誤を重ねました。また紙箱表面に箔押
し効果のある加工を施す技術も、東京にある協力会
社に何度も足を運び、開発したものです。これにより印

刷紙器のコスト削減も実現しました。これからも独自の製函、印刷・加工技
術を磨き、他社には真似できない印刷紙器を作りたいと考えています。

取締役 製造部長 本社工場長　永井 環 氏

代表取締役社長

熊内 得二 氏

　今回開発した製函技術を必要とされるお客様は他にも多く
いると見込んでいます。これからも、この技術を積極的に提案

し、時代の変化やお客
様の声に応えながら、
人々の心を豊かにする
パッケージ作りを目指
していきたいと考えて
います。

Comp a n y  D a t a
●代表取締役社長／熊内 得二
●所　在　地／京都府綾部市青野町下入ヶ口12番地
●電　　　話／0773-43-4301
●創　　　業／１９４９（昭和２４）年４月
●事 業 内 容／印刷紙器、紙工品、オフセット印刷、ラベル印刷、シール印刷等

●お問い合わせ先／ （公財）京都産業21 新産業推進部 新産業推進グループ　TEL：075-315-8677  E-mail：create@ki21.jp
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　納品したパッケージでお客様のお悩みは一気に解消され、大
変喜んでいただきました。その後はすべてのパッケージの製造
を任せていただいています。
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タマヤ株式会社

第40回

組み立て作業の省力化を実現するパッケージ材の
製造技術を開発

http://www.tamayakk.co.jp/
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平成30年度「京都中小企業優秀技術賞」を受賞された企業の概要、受賞の対象となった技術・製品について、代表者にお話を伺います。

技術者からのひと言

　製函機を改造するにあたって最も苦心したのは、糊
付け工程です。ホットメルト接着剤にたどり着くまでず
いぶん試行錯誤を重ねました。また紙箱表面に箔押
し効果のある加工を施す技術も、東京にある協力会
社に何度も足を運び、開発したものです。これにより印

刷紙器のコスト削減も実現しました。これからも独自の製函、印刷・加工技
術を磨き、他社には真似できない印刷紙器を作りたいと考えています。

取締役 製造部長 本社工場長　永井 環 氏

代表取締役社長

熊内 得二 氏

　今回開発した製函技術を必要とされるお客様は他にも多く
いると見込んでいます。これからも、この技術を積極的に提案

し、時代の変化やお客
様の声に応えながら、
人々の心を豊かにする
パッケージ作りを目指
していきたいと考えて
います。

Comp a n y  D a t a
●代表取締役社長／熊内 得二
●所　在　地／京都府綾部市青野町下入ヶ口12番地
●電　　　話／0773-43-4301
●創　　　業／１９４９（昭和２４）年４月
●事 業 内 容／印刷紙器、紙工品、オフセット印刷、ラベル印刷、シール印刷等

●お問い合わせ先／ （公財）京都産業21 新産業推進部 新産業推進グループ　TEL：075-315-8677  E-mail：create@ki21.jp
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優れた技術・製品の開発に成果をあげ
京都産業の発展に貢献している

中小企業を紹介

シリーズ京
の

側面を折る工程

左右側面を糊付けした新形状

地元の綾部高校との
コラボレーションで生まれた
組み合わせ自在化粧箱

ブック型の菓子包装箱



成岡氏▶まず、東京から地元に戻るまでの経緯を教えてくだ
さい。
赤尾氏▶小さい頃から「いずれは」と言われていて、望んでは
いなかったものの、頭の片隅に「継がなければいけないかなぁ」
という思いがありました。とりあえず薬学部を選び、東京の大
学を卒業後、薬局チェーン店に就職。25歳の時、父から手伝っ
てほしいとの連絡があり、その少し前に父が体調を崩していた
こともあって、戻ることにしました。
成岡氏▶代表取締役就任まで10年以上経験を積まれ、今も会
長のお父様が薬局の業務をされており相談もできる、親族内
承継として理想的な形です。お父様からどのようなことを教え
られましたか？
赤尾氏▶経営の詳細について教えてもらうことはありません

でしたが、戻って1、2年が経った頃には、父が65歳になる2015
（平成27）年に代替わりすると言われていたので、財務など会
社全体を把握することを心がけていました。
成岡氏▶予定より遅れるケースが多いのですが、言葉通り、遅
れることなくバトンタッチされたのですね。
赤尾氏▶社長業をやってみて初めてわかること、気づくことが
たくさんありました。もう2、3年早く就任しておけば、その分、
早く進められたかなという思いがあります。
成岡氏▶経験すればわかるという簡単なことばかりではない
ですよね。どのように対応されているのでしょうか。
赤尾氏▶社名を変更し、会社の新たなキャッチコピーやロゴ
マークを作りました。これは社員ともどもベクトルを合わせ、新
しい社風・企業文化を形成しようと考えたからです。
　今までと同じことをしていたら駄目になる。そうやってチャレ
ンジし、小さな失敗を重ねることが大事だと考えています。そ
のためにも、外に出て様々な人と接し、学ぶことこそが、社長業
において重要なことの一つ。就任した翌年からビジネススクー
ルに通っていますが、これまでに私が下した中で、最も良い判
断だったと自負しています。
成岡氏▶社長業の8割は経験で、小さな失敗は後に活きます。
赤尾さんのお話から、継いで初めてわかることも多く、事業承
継の準備を完璧に行うことは難しいこと、また、事業承継を遅ら
せないことの利点をわかっていただけたのではないでしょう
か。ぜひ参考にしていただければと思います。
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●お問い合わせ先／ （公財）京都産業２１ 京都中小企業事業継続・創生支援センター　TEL：075-315-8897  E-mail：keizoku@ki21.jp

　事業承継は、親族内承継、役員・従業員承継、社外への事業
引継ぎの、大きく三つの類型に分けられます。いずれも株式・
利害関係者・事業自体を承継することになりますが、中小企業
の場合、数字に表れない無形資産や長年の信用、マネジメント
能力などの承継も大きな要素となります。
　利害関係者としては、特に従業員、仕入先、得意先、金融機関
の四つをしっかりとグリップすることが重要です。
　また、経営資源の五つの要素、ヒト・モノ・カネ・ブランド・ノウ
ハウのうち、引き継ぐことが難しいのが、形のないブランドやノ
ウハウです。ブランドには企業の文化・風土も含まれ、良き伝統
をいかに受け継ぎ、悪しき習慣をいかに変えるかが大事。言い
換えれば、変えたい何かがある場合、事業承継はチャンスなの
です。
　事業承継を進めるうえで留意すべきポイントとしては、四つ
あります。一つ目は法人に限りますが、株式を誰がいくら持っ
ているのかということ。分散していると混乱の原因になるた
め、株主名簿で確認の上、可能な限り現在の代表取締役に集
約しておくことが肝要です。
　二つ目は、工場や店舗、敷地といった事業用資産の名義で
す。個人所有である場合、相続の問題を回避するためにも、会
社が買い取るなどの対策が必要です。
　三つ目は、経営者への貸付金や仮払金、経営者からの借入
金の有無です。貸借対照表を確認し、該当項目がある場合は、
どのように処理するのかを考えておかなければなりません。第
三者に引き継ぐ場合、経営者に対する貸付金や仮払金は、返済
を求められるのが一般的です。
　そして四つ目は、借入金の保証です。金融機関からの借入に
対して経営者が連帯保証をしているケースが一般的ですが、

個人保証を急に外すことはできません。第三者への事業承継
では問題となることが多いため、債務保証の免除に向けて早め
に動くことをおすすめします。
　これらの留意点を踏まえつつ、①基本理念・ビジョンの確立と
共有　②公私の区別の明確化による家業と事業・企業の分離
③従業員、得意先、仕入先といった利害関係者の協力　④一族
同族の融和　⑤リーダーシップの確立　⑥市場の変化への
対応　⑦財務管理力の向上　⑧資金調達などメインバンク
の協力　の8か条を押さえることができれば、事業承継を成功
させることができると考えています。
　とはいえ、ノウハウや経験が重視されるビジネスでは、事業
承継の形はまさに百社百様で、決まったパターンはありませ
ん。特に創業者は承継した経験がないため、「いつまでにバトン
タッチをするのか」といったことを自分で考え、決断し、行動に
移さなければならないのです。
　そこで2016（平成28）年、後継者対策をはじめ、事業承継に
関する悩みを抱える中小企業の無料相談窓口として、国が全
国47都道府県に設置したセンターの一つが、京都府事業引継
ぎ支援センターです。専門家が常駐し、親族承継を含む、「後継
者がいない」「第三者に事業譲渡したい」「他社を買収したい」
「合意した譲渡譲受の手続きを進めたい」「M＆Aの検討に向け
て自社の事業価値を知りたい」「後継者がいないが、個人事業
を譲渡したい」という六つのパターンを中心に、どのような相談
にも対応しています。手遅れにならないよう早めに、まずはお
電話をいただければと思います。
　加えて、事業承継を検討している方にぜひ知っておいてい
ただきたいものとして、二つの事業承継税制があります。これ
は事業承継に関わる贈与税・相続税の納税を猶予・免除するも
ので、会社の株式等を対象とする法人版事業承継税制につい
ては、2018（平成30）年度の改正で、納税猶予の対象となる
非上場株式数の上限を撤廃し、納税猶予割合の引き上げなど
がなされ、基本的に税負担のない特例措置が設けられました。
また、2019（平成31）年度税制改正により、個人事業主の事業
用資産を対象とする個人版事業承継税制が新たに導入されて
います。いずれも満たすべき要件が多数あるため、当センター
など専門家に相談し、活用する上での問題点などを把握して
おいてください。

　9月19日、宮津市福祉・教育総合プラザにおいて「事業承継セミナー」を京都府事業引継ぎ支援
センター（京都商工会議所）と共催で開催しました。
　基調講演の後、事業承継を経験した経営者と講師による対談を実施。受講者にとって、事業承継
の進め方や苦労など、円滑な事業承継の実現に向けた貴重な情報収集の場となりました。

　9月19日、宮津市福祉・教育総合プラザにおいて「事業承継セミナー」を京都府事業引継ぎ支援
センター（京都商工会議所）と共催で開催しました。
　基調講演の後、事業承継を経験した経営者と講師による対談を実施。受講者にとって、事業承継
の進め方や苦労など、円滑な事業承継の実現に向けた貴重な情報収集の場となりました。

～承継でお悩みの皆様～

事業承継セミナー開催報告 取  材

事例に学ぶ事業承継・事業引継ぎ
～自社のケースを想定し成功例と失敗例から学ぶ～

京都府事業引継ぎ支援センター 
統括責任者・中小企業診断士

成岡 秀夫氏

基調講演

経営者になって初めてわかることも多数
計画通りの承継を目指し、早めの準備を

対 談

株式会社ヘルシーライフ 
代表取締役社長

赤尾 征樹氏

〈対談者〉

（会社の沿革）　
1909（明治42）年 綾部市にて和漢薬問屋・漢方薬局として創業
1951（昭和26）年 法人化により店名を株式会社赤尾商店に変更
2004（平成16）年 征樹氏が入社、株式会社赤尾商店から現社名に変更
2015（平成27）年 征樹氏が代表取締役、征樹氏の父、明俊氏が取締役会長に

就任
現在は漢方薬局、薬膳喫茶、機能訓練型デイサービス、居宅介護支援事業所
の4事業を柱に、漢方薬などを扱うオンラインショップも展開している。

プッシュ型事業承継支援高度化事業
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成岡氏▶まず、東京から地元に戻るまでの経緯を教えてくだ
さい。
赤尾氏▶小さい頃から「いずれは」と言われていて、望んでは
いなかったものの、頭の片隅に「継がなければいけないかなぁ」
という思いがありました。とりあえず薬学部を選び、東京の大
学を卒業後、薬局チェーン店に就職。25歳の時、父から手伝っ
てほしいとの連絡があり、その少し前に父が体調を崩していた
こともあって、戻ることにしました。
成岡氏▶代表取締役就任まで10年以上経験を積まれ、今も会
長のお父様が薬局の業務をされており相談もできる、親族内
承継として理想的な形です。お父様からどのようなことを教え
られましたか？
赤尾氏▶経営の詳細について教えてもらうことはありません

でしたが、戻って1、2年が経った頃には、父が65歳になる2015
（平成27）年に代替わりすると言われていたので、財務など会
社全体を把握することを心がけていました。
成岡氏▶予定より遅れるケースが多いのですが、言葉通り、遅
れることなくバトンタッチされたのですね。
赤尾氏▶社長業をやってみて初めてわかること、気づくことが
たくさんありました。もう2、3年早く就任しておけば、その分、
早く進められたかなという思いがあります。
成岡氏▶経験すればわかるという簡単なことばかりではない
ですよね。どのように対応されているのでしょうか。
赤尾氏▶社名を変更し、会社の新たなキャッチコピーやロゴ
マークを作りました。これは社員ともどもベクトルを合わせ、新
しい社風・企業文化を形成しようと考えたからです。
　今までと同じことをしていたら駄目になる。そうやってチャレ
ンジし、小さな失敗を重ねることが大事だと考えています。そ
のためにも、外に出て様々な人と接し、学ぶことこそが、社長業
において重要なことの一つ。就任した翌年からビジネススクー
ルに通っていますが、これまでに私が下した中で、最も良い判
断だったと自負しています。
成岡氏▶社長業の8割は経験で、小さな失敗は後に活きます。
赤尾さんのお話から、継いで初めてわかることも多く、事業承
継の準備を完璧に行うことは難しいこと、また、事業承継を遅ら
せないことの利点をわかっていただけたのではないでしょう
か。ぜひ参考にしていただければと思います。
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●お問い合わせ先／ （公財）京都産業２１ 京都中小企業事業継続・創生支援センター　TEL：075-315-8897  E-mail：keizoku@ki21.jp

　事業承継は、親族内承継、役員・従業員承継、社外への事業
引継ぎの、大きく三つの類型に分けられます。いずれも株式・
利害関係者・事業自体を承継することになりますが、中小企業
の場合、数字に表れない無形資産や長年の信用、マネジメント
能力などの承継も大きな要素となります。
　利害関係者としては、特に従業員、仕入先、得意先、金融機関
の四つをしっかりとグリップすることが重要です。
　また、経営資源の五つの要素、ヒト・モノ・カネ・ブランド・ノウ
ハウのうち、引き継ぐことが難しいのが、形のないブランドやノ
ウハウです。ブランドには企業の文化・風土も含まれ、良き伝統
をいかに受け継ぎ、悪しき習慣をいかに変えるかが大事。言い
換えれば、変えたい何かがある場合、事業承継はチャンスなの
です。
　事業承継を進めるうえで留意すべきポイントとしては、四つ
あります。一つ目は法人に限りますが、株式を誰がいくら持っ
ているのかということ。分散していると混乱の原因になるた
め、株主名簿で確認の上、可能な限り現在の代表取締役に集
約しておくことが肝要です。
　二つ目は、工場や店舗、敷地といった事業用資産の名義で
す。個人所有である場合、相続の問題を回避するためにも、会
社が買い取るなどの対策が必要です。
　三つ目は、経営者への貸付金や仮払金、経営者からの借入
金の有無です。貸借対照表を確認し、該当項目がある場合は、
どのように処理するのかを考えておかなければなりません。第
三者に引き継ぐ場合、経営者に対する貸付金や仮払金は、返済
を求められるのが一般的です。
　そして四つ目は、借入金の保証です。金融機関からの借入に
対して経営者が連帯保証をしているケースが一般的ですが、

個人保証を急に外すことはできません。第三者への事業承継
では問題となることが多いため、債務保証の免除に向けて早め
に動くことをおすすめします。
　これらの留意点を踏まえつつ、①基本理念・ビジョンの確立と
共有　②公私の区別の明確化による家業と事業・企業の分離
③従業員、得意先、仕入先といった利害関係者の協力　④一族
同族の融和　⑤リーダーシップの確立　⑥市場の変化への
対応　⑦財務管理力の向上　⑧資金調達などメインバンク
の協力　の8か条を押さえることができれば、事業承継を成功
させることができると考えています。
　とはいえ、ノウハウや経験が重視されるビジネスでは、事業
承継の形はまさに百社百様で、決まったパターンはありませ
ん。特に創業者は承継した経験がないため、「いつまでにバトン
タッチをするのか」といったことを自分で考え、決断し、行動に
移さなければならないのです。
　そこで2016（平成28）年、後継者対策をはじめ、事業承継に
関する悩みを抱える中小企業の無料相談窓口として、国が全
国47都道府県に設置したセンターの一つが、京都府事業引継
ぎ支援センターです。専門家が常駐し、親族承継を含む、「後継
者がいない」「第三者に事業譲渡したい」「他社を買収したい」
「合意した譲渡譲受の手続きを進めたい」「M＆Aの検討に向け
て自社の事業価値を知りたい」「後継者がいないが、個人事業
を譲渡したい」という六つのパターンを中心に、どのような相談
にも対応しています。手遅れにならないよう早めに、まずはお
電話をいただければと思います。
　加えて、事業承継を検討している方にぜひ知っておいてい
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用資産を対象とする個人版事業承継税制が新たに導入されて
います。いずれも満たすべき要件が多数あるため、当センター
など専門家に相談し、活用する上での問題点などを把握して
おいてください。

　9月19日、宮津市福祉・教育総合プラザにおいて「事業承継セミナー」を京都府事業引継ぎ支援
センター（京都商工会議所）と共催で開催しました。
　基調講演の後、事業承継を経験した経営者と講師による対談を実施。受講者にとって、事業承継
の進め方や苦労など、円滑な事業承継の実現に向けた貴重な情報収集の場となりました。

　9月19日、宮津市福祉・教育総合プラザにおいて「事業承継セミナー」を京都府事業引継ぎ支援
センター（京都商工会議所）と共催で開催しました。
　基調講演の後、事業承継を経験した経営者と講師による対談を実施。受講者にとって、事業承継
の進め方や苦労など、円滑な事業承継の実現に向けた貴重な情報収集の場となりました。

～承継でお悩みの皆様～

事業承継セミナー開催報告 取  材

事例に学ぶ事業承継・事業引継ぎ
～自社のケースを想定し成功例と失敗例から学ぶ～

京都府事業引継ぎ支援センター 
統括責任者・中小企業診断士

成岡 秀夫氏

基調講演

経営者になって初めてわかることも多数
計画通りの承継を目指し、早めの準備を

対 談

株式会社ヘルシーライフ 
代表取締役社長

赤尾 征樹氏

〈対談者〉

（会社の沿革）　
1909（明治42）年 綾部市にて和漢薬問屋・漢方薬局として創業
1951（昭和26）年 法人化により店名を株式会社赤尾商店に変更
2004（平成16）年 征樹氏が入社、株式会社赤尾商店から現社名に変更
2015（平成27）年 征樹氏が代表取締役、征樹氏の父、明俊氏が取締役会長に

就任
現在は漢方薬局、薬膳喫茶、機能訓練型デイサービス、居宅介護支援事業所
の4事業を柱に、漢方薬などを扱うオンラインショップも展開している。

プッシュ型事業承継支援高度化事業
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●お問い合わせ先／ （公財）京都産業２１ 事業支援部 販路開拓グループ　TEL：075-315-8590  E-mail：shodankai@ki21.jp

　「京都ビジネス交流フェア2020」において、毎年恒例となる発注企業と受注企業との新規取引先開拓のための商談会を近畿・
四国・鳥取県の12府県が合同で開催します。
　今回で10回目となる本商談会は、例年、全国各地から約150社の発注企業が参加する国内でも最大規模の広域商談会です。今回
は参加発注企業のうち3割以上が初参加と、新規の発注案件を獲得いただけるチャンスとなっています。
　また、近年事務局では府外への発注企業開拓を積極的に進めていることもあり、年々関西圏外（特に関東、東海、中国、九州地方）
からの発注企業の参加も増え、広域的な販路拡大を希望される受注企業にとっても非常に有益なビジネスマッチングの場となって
います。この機会をぜひ、積極的にご活用ください。

会　　 　期 2020年2月13日(木)・14日(金) 10時30分～16時40分
会　　 　場 京都パルスプラザ（京都府総合見本市会館）1階　大展示場
募 集 期 間  2019年10月28日(月)10時～11月22日(金)17時まで
申込み・詳細 財団の商談会専用WEBページからお申込みください。（2日間で最大15社までの面談申込みが可能です。）
 

 ※事前申込みが必要です。フリー面談も含め、当日の飛び込み参加はできません。
参 加 資 格  京都府、福井県、滋賀県、大阪府、兵庫県、奈良県、和歌山県、鳥取県、徳島県、香川県、愛媛県、高知県に事業所を有

し、発注企業の求める技術に対応できる中小企業

◆参加発注企業：128社　参加受注企業：329社　商談件数：１,350件前回の実績

《開催までの手順》

受注企業の募集
（10月28日～11月22日）
面談申込み受付
アプローチシート※の入力

※面談を希望する発注企業へ提出する
　自社の特長等を記載したシート

受注企業へ面談可否をFAXまたは
メールで通知
面談可能な場合は予約用のIDとパス
ワードを併せて通知（1/15頃）

発注企業の募集（締切9/30）
発注企業の案件リストを商談会
専用WEBページ内に公開
（10/28～）

面談を希望する受注企業のアプ
ローチシートを発注企業に持参 or 
郵送（12月5日頃）

④の資料をもとに、面談企業の絞
り込み及び面談可能時間の回答
（締切12/27）

最終面談時間割の連絡
（商談会当日の約1週間前）

面談時間割（発注企業が面談可能な
時間帯の中で）をWEBから予約
　（1/20～1/24）

⑨ 商談会当日

（詳細は上記WEBページ内の詳細説明をお読みください。）
https://www.ki21.jp/bp2020/godo_shodankai/juchu/
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近畿・四国合同広域商談会
受注企業募集のお知らせ

参加発注企業
141社のうち
47社が初参加！！

●お問い合わせ先／ （公財）京都産業２１ 事業支援部 販路開拓グループ内 下請かけこみ寺担当　TEL.075-315-8590  E-mail：kakekomi@ki21.jp

　１１月は下請取引適正化推進月間です。親事業者（発注者）と下請事業者との取引（下請取引）については、「下請代金支払遅延
等防止法（下請代金法）」や「下請中小企業振興法」による振興基準において、親事業者の義務や禁止行為などのルールが定めら
れています。
　例えば、下請単価を一方的に引き下げたりすることや、発注書面を交付しないなどもルール違反として禁止されています。

１１月は下請取引適正化推進月間です。
令和元年度下請取引適正化推進月間キャンペーン標語

無茶な依頼  しないさせない  受け入れない

令和元年度下請取引適正化推進講習会のお知らせ
親事業者の下請取引担当者等を対象に、全国で下請法及び下請振興法の趣旨・内容を周知徹底します。
京都での開催は次のとおりです。  ※定員満了のため、会期前に募集を締め切らせていただく場合があります。

下請中小企業の経営者や営業担当者が、親事業者の調達部門への見積提出や価格交渉を行う上で、必要な交渉ノウハウについて
のセミナーを開催します。  ※定員満了のため、会期前に募集を締め切らせていただく場合があります。

令和元年度価格交渉サポートセミナーのお知らせ

京 都 会 場

申込み及び
問い合わせ先

問い合わせ先 :公正取引委員会 近畿中国四国事務所 下請課
電話／FAX : 06-6941-2176／06-6943-7214
申込み先 : https://www.jftc.go.jp/index.html (ホームページからお申込みください)

京 都 会 場

申込み及び
問い合わせ先

問い合わせ先 :価格交渉サポートセミナー事務局（株式会社パソナ）
電話／FAX：03-6262-6470／03-6734-1312
申込み先 : http://www.tekitori.org/kakakukoushou.html

【実践コース】令和元年11月14日（木）15:15～16:45（受付開始：15:00～）（募集定員：50名）
 京都経済センター 3-H 京都市下京区四条通室町東入函谷鉾町78番地

【基礎コース】令和元年11月14日（木）13:30～15:00（受付開始：13:10～）（募集定員：50名）
 京都経済センター 3-H 京都市下京区四条通室町東入函谷鉾町78番地

令和元年11月27日（水）13：30～16：30（募集定員200名）
メルパルク京都5階 京極 京都市下京区東洞院通七条下ル東塩小路町676-13

① ②

③

⑦

⑥

④

⑤

⑧

京都府内の５ヶ所において下記の日程（予定）により実施しています。こちらも相談員が無料
で相談に応じるうえ、相談員が必要と判断した場合は弁護士のアドバイスを無料でお受けい
ただけます。お近くの相談会場をご利用ください。

11月
12月
１月
2月

―
17日（火）
―

18日（火）

12日（火）
―

14日（火）
―

―
―
―

5日（水）

20日（水）
―

22日（水）
―

19日（火）
―

21日（火）
―

山　城 亀　岡 南　丹 中　丹 丹　後 山城 ： 久御山町商工会
亀岡 ： ガレリアかめおか
南丹 ： 南丹市国際交流会館
中丹 ： 北部産業創造センター
丹後 ： 丹後・知恵のものづくりパーク

下請かけこみ寺
　財団では相談窓口として「下請かけこみ寺」を開設しています。下請かけこみ寺では、企業間の取引に関するトラブル・
苦情相談等に、下請代金法や中小企業の取引問題に知見を有する専門相談員が親身になって耳を傾け、適切なアドバイ
ス等を行っています。
　また、専門相談員が必要と判断すれば弁護士による無料相談も受けられます。秘密厳守・相談料無料ですので、取引上
で困ったときはお気軽にご相談ください。

巡
回
日
程

会

　場

下請かけこみ寺
巡回相談

※いずれの会場も相談時間は13：00～15：00

フリーダイヤル：0120-418-618
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●お問い合わせ先／ （公財）京都産業２１ 事業支援部 販路開拓グループ　TEL：075-315-8590  E-mail：shodankai@ki21.jp

　「京都ビジネス交流フェア2020」において、毎年恒例となる発注企業と受注企業との新規取引先開拓のための商談会を近畿・
四国・鳥取県の12府県が合同で開催します。
　今回で10回目となる本商談会は、例年、全国各地から約150社の発注企業が参加する国内でも最大規模の広域商談会です。今回
は参加発注企業のうち3割以上が初参加と、新規の発注案件を獲得いただけるチャンスとなっています。
　また、近年事務局では府外への発注企業開拓を積極的に進めていることもあり、年々関西圏外（特に関東、東海、中国、九州地方）
からの発注企業の参加も増え、広域的な販路拡大を希望される受注企業にとっても非常に有益なビジネスマッチングの場となって
います。この機会をぜひ、積極的にご活用ください。

会　　 　期 2020年2月13日(木)・14日(金) 10時30分～16時40分
会　　 　場 京都パルスプラザ（京都府総合見本市会館）1階　大展示場
募 集 期 間  2019年10月28日(月)10時～11月22日(金)17時まで
申込み・詳細 財団の商談会専用WEBページからお申込みください。（2日間で最大15社までの面談申込みが可能です。）
 

 ※事前申込みが必要です。フリー面談も含め、当日の飛び込み参加はできません。
参 加 資 格  京都府、福井県、滋賀県、大阪府、兵庫県、奈良県、和歌山県、鳥取県、徳島県、香川県、愛媛県、高知県に事業所を有

し、発注企業の求める技術に対応できる中小企業

◆参加発注企業：128社　参加受注企業：329社　商談件数：１,350件前回の実績

《開催までの手順》

受注企業の募集
（10月28日～11月22日）
面談申込み受付
アプローチシート※の入力

※面談を希望する発注企業へ提出する
　自社の特長等を記載したシート

受注企業へ面談可否をFAXまたは
メールで通知
面談可能な場合は予約用のIDとパス
ワードを併せて通知（1/15頃）

発注企業の募集（締切9/30）
発注企業の案件リストを商談会
専用WEBページ内に公開
（10/28～）
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のセミナーを開催します。  ※定員満了のため、会期前に募集を締め切らせていただく場合があります。
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申込み及び
問い合わせ先
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京 都 会 場

申込み及び
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① ②

③

⑦

⑥

④

⑤

⑧

京都府内の５ヶ所において下記の日程（予定）により実施しています。こちらも相談員が無料
で相談に応じるうえ、相談員が必要と判断した場合は弁護士のアドバイスを無料でお受けい
ただけます。お近くの相談会場をご利用ください。

11月
12月
１月
2月

―
17日（火）
―

18日（火）

12日（火）
―

14日（火）
―

―
―
―

5日（水）

20日（水）
―

22日（水）
―

19日（火）
―

21日（火）
―

山　城 亀　岡 南　丹 中　丹 丹　後 山城 ： 久御山町商工会
亀岡 ： ガレリアかめおか
南丹 ： 南丹市国際交流会館
中丹 ： 北部産業創造センター
丹後 ： 丹後・知恵のものづくりパーク

下請かけこみ寺
　財団では相談窓口として「下請かけこみ寺」を開設しています。下請かけこみ寺では、企業間の取引に関するトラブル・
苦情相談等に、下請代金法や中小企業の取引問題に知見を有する専門相談員が親身になって耳を傾け、適切なアドバイ
ス等を行っています。
　また、専門相談員が必要と判断すれば弁護士による無料相談も受けられます。秘密厳守・相談料無料ですので、取引上
で困ったときはお気軽にご相談ください。

巡
回
日
程

会

　場

下請かけこみ寺
巡回相談

※いずれの会場も相談時間は13：00～15：00

フリーダイヤル：0120-418-618



生体情報取得のウェアラブルIoTソリューションを提供
　弊社は1956（昭和31）年、西陣織の
帯工場として創業しました。戦後、着物
産業の斜陽化に伴いレースや繊維雑貨
を手掛けるようになり、“織り”から“編
み”へと事業転換。また産業空洞化が進
んだ時代には機能性繊維を求めて私の
父が渡米し、銀メッキ繊維の販売に着
手しました。後に、先代から引き継がれ

た伝統の織り技術と独自の銀メッキ開発技術を融合させた導電性
繊維AGposs®の開発に繋がりました。
　抗菌・防臭、電磁波シールド効果などに優れていたため、これら
の性能を活かした様々な製品展開を行いました。
　私が社長に就任したのは、経営危機に直面していた2014（平成
26）年のことです。AGposs®という独自の技術を宝物に持ちなが
ら自社で最終製品を持たないがゆえに主体的な事業展開が難しく、
就任後に事業を見直す中で、優れた高導電性、高洗濯耐久性、低電
気抵抗値を持つこのAGposs®が、心電などの生体情報を得るウェ
アラブルセンサーの材料に適していることを知りました。そして
ウェアラブルのニーズとシーズがあることを目の当たりにし、家電
メーカーや大手外資系IT企業で勤務時代の人脈と知見を活かし、
導電性繊維から電極となるセンサー、ウェア、トランスミッター、
データを解析するアプリやクラウドまで、自社で一気通貫してウェ
アラブルIoTソリューションをワンストップで提供できることを確信
した私は、ウェアラブル市場への挑戦を決意し、ビジネスモデルを
確立させました。精緻な生体情報を取得できるウェアラブルIoTの
製品・サービスhamon®を2016（平成28）年に発表しました。

日々の生活を支える“相棒”となる製品を生み出したい
　経営再建だけにとどまらず、hamon®が日本の革新的技術の一
つとしてG20大阪サミットで出展させていただくまでに進化を遂
げた今があるのは、けいはんなプラザやけいはんなオープンイノ
ベーションセンターに拠点を置き、AGposs®の研究開発、海外の
動向、真価など、経営判断に必要な情報を得られる環境にあったか
らこそだと感じています。現在は医療機器としてのウェアラブルの
製造販売を行い、てんかん発作などの様々な病気に対するウェア
ラブル製品の開発を行っています。ウェ
アを着用するだけで世界一綺麗な心電
データを取得し、独自のアルゴリズムで
解析するIoT技術が弊社の強みであり、
必ず実現させたいと思っています。安心、
安全などの見守りだけでなく、より幸せ
な毎日を送れるよう、その日の健康状態
から過ごし方を助言してくれるような、一
人ひとりの“相棒”となるウェアラブル製
品を生み出したいと考えています。

代表取締役社長　三寺 歩 氏
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“けいはんな”発、元気企業
けいはんな支所では、ビジネスマッチング等の財団事業の窓口として、地域内の企業をサポートし
ています。「“けいはんな”発、元気企業」シリーズでは、“けいはんな”で生まれチャレンジし続ける
企業や他の地域からけいはんなに移転された元気な企業の代表者にお話を伺います。

発作を事前に検知する医療用ウェアラブルセンサーの開発を推進 ミツフジ株式会社

取  材

https://www.mitsufuji.co.jp/

●お問い合わせ先／ （公財）京都産業21 けいはんな支所　TEL：0774-95-2220  E-mail：kick@ki21.jp
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Comp a n y  P r o f i l e
●代表取締役社長／三寺 歩
●所　在　地／
　京都本社：京都府相楽郡精華町光台1-7 けいはんなプラザ ラボ棟13F
　R＆Dセンター：京都府相楽郡精華町精華台7-5-1
 けいはんなオープンイノベーションセンター（KICK）内
●電　　　話／0774-95-2201
●設　　　立／1979（昭和54）年
●事 業 内 容／銀メッキ導電性繊維AGposs®、ウェアラブルIoT hamon®製品の
 開発・製造・販売
●メールアドレス／info@mitsufuji.co.jp

銀メッキ繊維AGposs®を
用いたhamon®のシャツ

●お問い合わせ先／ （公財）京都産業21 イノベーション推進部 産学公住連携グループ　TEL.075-315-9425  E-mail：sangaku@ki21.jp

「２０１９年度 京都府高等学校ロボット大会」開催報告

　この大会は、京都府内の工業科を中心とした公立高校の生徒が、技術とアイデアを生かし、手
作りで製作したロボットによる競技大会で、毎年開催されているものです。
　今回は４高校、計１１チームが参加し、それぞれ創意工夫した自慢のロボットで競技に臨みまし
た。今年は、全国大会の開催地である新潟県の特産物や景勝地に関するアイテムをモチーフとし
て行われました。
　リモコン型ロボットは、県鳥である「朱鷺（とき）射出エリア」、「越後平野エリア」、「坂エリア」、「越
後丘陵エリア」の間を往来して、海産物に見立てたペットボトル等を「海の幸エリア」から「海産物
置場」に搬送します。
　自立型ロボットは、「佐渡エリア」、「日本海エリア」、「港エリア」を自由に移動し、砂金に見立てた
卓球ボールを保持します。「港エリア」に到達した自立型ロボットは「砂金」（卓球ボール）を砂金置
場に入れることが出来ます。
　高得点を獲得すると、会場は拍手と歓声に沸きました。３分間という制限時間の中、最後まで諦
めず各チームが競技に取り組みました。
　優勝は府立田辺高等学校「楔（くさび）パートⅡ」号です。操縦を行っていたのは昇凌平さん（同
校３年）、山下彪文さん（同校３年）と補助者の出口玲華さん（同校２年）。
　昇さんにお話をお伺いすると、籾殻に見立てたゴルフボールを取る機構の製作が難しく、また
操縦も難しく夜遅くまで練習したとのこと。ゴルフボールを押し出す機構がどうしたら安定する
か試作を重ねたようです。
　将来の進路についてお聞きすると、「3年生二人とも、工業系の部品を組み立てる会社に就職
を希望しており、今後も、ものづくりに関わって行きたい」と話してくださいました。
　製作に携わった生徒たち、参加された皆さんには、ものづくりの楽しさ、難しさ、チームプレイ
の重要性などを体験する、またとない機会になったことと思います。
　上位３位チームは１０月２６日、２７日に新潟県で開催される全国大会に出場します。

　８月３１日、京都府立工業高等学校において、第２４回京都府高等学校ロボット大会を、京都府公立高等学校長会工業科部
会（会長 大島 浩樹 府立工業高等学校長）との共催で開催しました。京都産業21では本大会の助成などを通じ、ものづくり
の担い手育成を支援しています。

優　勝　府立田辺高等学校「楔（くさび）パートⅡ」号
準優勝　府立田辺高等学校「楔（くさび）」号
第３位　府立峰山高等学校「夜桜」号

敢闘賞　府立工業高等学校「咲庵」号
特別賞　京都市立京都工学院高等学校「マサオ」号

▲今回、優勝を果たした府立田辺高
等学校「楔（くさび）パートⅡ」号の
皆さん。

▲リモコン型ロボット（奥）を操縦す
る様子。

▲籾殻に見立てたゴルフボール
（左）を回収する様子。

のぼり りょうへい

やました あゆき でぐち れいか
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　優勝は府立田辺高等学校「楔（くさび）パートⅡ」号です。操縦を行っていたのは昇凌平さん（同
校３年）、山下彪文さん（同校３年）と補助者の出口玲華さん（同校２年）。
　昇さんにお話をお伺いすると、籾殻に見立てたゴルフボールを取る機構の製作が難しく、また
操縦も難しく夜遅くまで練習したとのこと。ゴルフボールを押し出す機構がどうしたら安定する
か試作を重ねたようです。
　将来の進路についてお聞きすると、「3年生二人とも、工業系の部品を組み立てる会社に就職
を希望しており、今後も、ものづくりに関わって行きたい」と話してくださいました。
　製作に携わった生徒たち、参加された皆さんには、ものづくりの楽しさ、難しさ、チームプレイ
の重要性などを体験する、またとない機会になったことと思います。
　上位３位チームは１０月２６日、２７日に新潟県で開催される全国大会に出場します。

　８月３１日、京都府立工業高等学校において、第２４回京都府高等学校ロボット大会を、京都府公立高等学校長会工業科部
会（会長 大島 浩樹 府立工業高等学校長）との共催で開催しました。京都産業21では本大会の助成などを通じ、ものづくり
の担い手育成を支援しています。

優　勝　府立田辺高等学校「楔（くさび）パートⅡ」号
準優勝　府立田辺高等学校「楔（くさび）」号
第３位　府立峰山高等学校「夜桜」号

敢闘賞　府立工業高等学校「咲庵」号
特別賞　京都市立京都工学院高等学校「マサオ」号

▲今回、優勝を果たした府立田辺高
等学校「楔（くさび）パートⅡ」号の
皆さん。

▲リモコン型ロボット（奥）を操縦す
る様子。

▲籾殻に見立てたゴルフボール
（左）を回収する様子。

のぼり りょうへい

やました あゆき でぐち れいか



9 Management & Technology for Creative Kyoto 2019.11 10Management & Technology for Creative Kyoto 2019.11

販
路
開
拓

人
材
育
成

設
備
導
入

経
営
全
般 

他

化
学・環
境

電
気・電
子

デ
ザ
イ
ン

技
術
全
般 

他

食
品・バ
イ
オ

補
助
金・

助
成
金

創
業・

事
業
承
継

相
談・

専
門
家
派
遣
経
営
革
新・

新
事
業
展
開

機
械
設
計・

加
工

材
料・

機
能
評
価

表
面・

微
細
加
工

企
業
連
携・

産
学
公
連
携

グルメ＆ダイニングスタイルショー秋２０１９及び
地方銀行フードセレクション２０１９「京都ブース」出展報告

■第２６回グルメ＆ダイニングスタイルショー秋２０１９
　大手小売業・サービス業をはじめ、中小企業も含めたＢｔｏＢの商談を重視したライフスタイル提案型見本市です。京都産業２１で団
体出展をすることで、「京都」を効果的にＰＲすることができ、出展企業は多くのバイヤーと商談を積極的に行うことができました。
　財団から専門家も派遣し、現地で商談や出展方法の指導・助言をしていただいて、出展企業からは大変好評でした。

■第１４回地方銀行フードセレクション２０１９
　今年は全国から1,031社の出展があり、14回目の開催で初めて1,000社を超える展示会になりました。この展示会は、出展者を対
象に担当の京都銀行が事前セミナーや勉強会の開催、商談当日のサポートなどを行っており、様々な支援を受けることができます。地
元金融機関と連携することで、「京都」を効果的にＰＲすることができ、出展企業は多くのバイヤーと商談を積極的に行っていました。

きょうと農商工連携応援ファンド

●会　　期 ： 令和元年9月3日（火）～ 6日（金）
●会　　場 ： 東京ビッグサイト
●出展者数 ： 236社
●全体来場者数 ： 31,992人

■出展企業（50音順）

天の酒喰食房、（株）上辻園、京都かめよし、京都（株）、佐々木酒造（株）、
テアニン（株）、（有）農業法人京都特産ぽーく

●会　　期 ： 令和元年9月19日（木）～20日（金）
●会　　場 ： 東京ビッグサイト
●出展者数 ： 1,031社
●全体来場者数 ： 13,412人

■出展企業（50音順）

（株）上辻園、（株）加悦ファーマーズライス、佐々木酒造（株）、テアニン（株）、
（有）みずほファーム、

●お問い合わせ先／ （公財）京都産業21 イノベーション推進部 産業育成グループ　TEL：075-315-8848  E-mail：hojoshien@ki21.jp

各社の感想
◎今回初めて試作品を持ち込み、試飲提供を実施したがお客様の反応もよく自信がついた。
◎ギフトショーとの併催で、来場者も中小事業者が多かった。生産規模の小さな会社なので、
大手企業がたくさん来場する展示会よりも今回の方が商談しやすくてよかった。
◎持参した商品に関心を示す会社が多く、たくさん商談をすることができた。また、商談成立
もあった。
◎共同出展者間の交流ができたため、今後の連携に期待が持てた。

各社の感想
◎大手企業や将来の取り引きにつながりそうな企業との商談ができた。
◎日頃なかなか商談ができない企業と商談ができた。
◎今後の商品開発につながるような他府県の出展者とも交流ができた。

　京都産業２１では、きょうと農商工連携応援ファンド等で支援している事業者を対象として、グルメ＆ダイニングスタイルショー秋
2019及び地方銀行フードセレクション２０１９に「京都ブース」を設け、府内食品関連企業の販路開拓支援を行いました。

中小企業庁長官表彰を受賞しました！ ～受賞者紹介～
こんにちは、

です。

情報化促進支援、会員交流支援、企業間連
携支援、国内外販路開拓支援などで貢献

　私は３０年の長きに亘り、企業連携事
業、販路開拓事業に携わってきました。特
に若い頃は異業種交流事業（京都府異業
種交流推進協議会事務局、京都府技術・
市場交流プラザ事務局、京都府異業種交
流会連絡会議事務局等）、産学交流事
業、ものづくりプロジェクト事業によって
企業連携の大切さを学び、ここ10年程は
国内外販路開拓事業を中心に取組み、グ
ローバルなネットワークの大切さを学び
ました。
　これまでの経験を若い職員に引き継い
でいきますので、今後とも京都産業２１を
よろしくお願いします。

中小企業庁長官表彰とは、都道府県中小企業振興機関の役職員として、中小企業の取引のあっせん、中小企業の情報化及び
小規模事業者等の設備導入並びにその他中小企業の経営改善に係る事業の推進に著しく貢献した者に贈られるもので、今回、
京都産業２１から３名が受賞しました。
引き続き、当財団役職員一同、中小企業の企業活動に真に役立つ質の高いサービスを提供できるよう努めてまいりますので、
当財団へご相談いただき、事業・制度をご活用くださいますようお願いします。

〈京都ブースの成果〉
●名刺交換数 ： 444枚
●商談件数 ： 74件

〈京都ブースの成果〉
●名刺交換数 ： 253枚
●商談件数 ： 59件

販路開拓支援、設備導入支援、北部企業
の活性化支援、総合相談窓口などで貢献

　今回の受賞で、長きに亘り皆様方に支
えていただきましたことを改めて認識し、
深く感謝申し上げます。
　私は勤務してきた３３年間で多くの部
署を経験させていただき、現在はお客様
相談室に所属しています。お客様相談室
は、来訪者が最初に来られる窓口ですの
で、日ごろから丁寧に対応すること、相談
者の立場になってお話をお聞きすること
を心がけています。また相談者と各支援
機関や専門家とを“繋ぐ”業務を大事にし
ています。
　この受賞を機に、今後もお客様に信頼さ
れ役立つサービスが提供できる京都産業
２１であるよう更に努力していく所存です。

情報化促進支援、技術顕彰事業、人材育
成支援などで貢献

　周りの皆様に助けていただきながら、
長年に亘って経理や総務といった後方支
援という形で携わってまいりました。現在
は、２０１９年４月、新たに設置された「京都
経済センター支所」において、人材育成
業務をメインに担当しています。若手の
職員が増えて世代交替が進む京都産業
21ですが、これからも財団に存在するこ
とで誰かに安心してもらえるようなお手
伝いができればと考えています。
　また、京都経済センターには、23の会
議室があり、どなたでもお申込みいただ
けます。会議、セミナー、面接等の会場と
してぜひご利用ください。

事業支援部 部長
巽 健次

京都経済センター支所 次長
坪内 貴子

お客様相談室 室長
小寺 祐人
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グルメ＆ダイニングスタイルショー秋２０１９及び
地方銀行フードセレクション２０１９「京都ブース」出展報告

■第２６回グルメ＆ダイニングスタイルショー秋２０１９
　大手小売業・サービス業をはじめ、中小企業も含めたＢｔｏＢの商談を重視したライフスタイル提案型見本市です。京都産業２１で団
体出展をすることで、「京都」を効果的にＰＲすることができ、出展企業は多くのバイヤーと商談を積極的に行うことができました。
　財団から専門家も派遣し、現地で商談や出展方法の指導・助言をしていただいて、出展企業からは大変好評でした。

■第１４回地方銀行フードセレクション２０１９
　今年は全国から1,031社の出展があり、14回目の開催で初めて1,000社を超える展示会になりました。この展示会は、出展者を対
象に担当の京都銀行が事前セミナーや勉強会の開催、商談当日のサポートなどを行っており、様々な支援を受けることができます。地
元金融機関と連携することで、「京都」を効果的にＰＲすることができ、出展企業は多くのバイヤーと商談を積極的に行っていました。

きょうと農商工連携応援ファンド

●会　　期 ： 令和元年9月3日（火）～ 6日（金）
●会　　場 ： 東京ビッグサイト
●出展者数 ： 236社
●全体来場者数 ： 31,992人

■出展企業（50音順）

天の酒喰食房、（株）上辻園、京都かめよし、京都（株）、佐々木酒造（株）、
テアニン（株）、（有）農業法人京都特産ぽーく

●会　　期 ： 令和元年9月19日（木）～20日（金）
●会　　場 ： 東京ビッグサイト
●出展者数 ： 1,031社
●全体来場者数 ： 13,412人

■出展企業（50音順）

（株）上辻園、（株）加悦ファーマーズライス、佐々木酒造（株）、テアニン（株）、
（有）みずほファーム、

●お問い合わせ先／ （公財）京都産業21 イノベーション推進部 産業育成グループ　TEL：075-315-8848  E-mail：hojoshien@ki21.jp

各社の感想
◎今回初めて試作品を持ち込み、試飲提供を実施したがお客様の反応もよく自信がついた。
◎ギフトショーとの併催で、来場者も中小事業者が多かった。生産規模の小さな会社なので、
大手企業がたくさん来場する展示会よりも今回の方が商談しやすくてよかった。
◎持参した商品に関心を示す会社が多く、たくさん商談をすることができた。また、商談成立
もあった。
◎共同出展者間の交流ができたため、今後の連携に期待が持てた。

各社の感想
◎大手企業や将来の取り引きにつながりそうな企業との商談ができた。
◎日頃なかなか商談ができない企業と商談ができた。
◎今後の商品開発につながるような他府県の出展者とも交流ができた。

　京都産業２１では、きょうと農商工連携応援ファンド等で支援している事業者を対象として、グルメ＆ダイニングスタイルショー秋
2019及び地方銀行フードセレクション２０１９に「京都ブース」を設け、府内食品関連企業の販路開拓支援を行いました。

中小企業庁長官表彰を受賞しました！ ～受賞者紹介～
こんにちは、

です。

情報化促進支援、会員交流支援、企業間連
携支援、国内外販路開拓支援などで貢献

　私は３０年の長きに亘り、企業連携事
業、販路開拓事業に携わってきました。特
に若い頃は異業種交流事業（京都府異業
種交流推進協議会事務局、京都府技術・
市場交流プラザ事務局、京都府異業種交
流会連絡会議事務局等）、産学交流事
業、ものづくりプロジェクト事業によって
企業連携の大切さを学び、ここ10年程は
国内外販路開拓事業を中心に取組み、グ
ローバルなネットワークの大切さを学び
ました。
　これまでの経験を若い職員に引き継い
でいきますので、今後とも京都産業２１を
よろしくお願いします。

中小企業庁長官表彰とは、都道府県中小企業振興機関の役職員として、中小企業の取引のあっせん、中小企業の情報化及び
小規模事業者等の設備導入並びにその他中小企業の経営改善に係る事業の推進に著しく貢献した者に贈られるもので、今回、
京都産業２１から３名が受賞しました。
引き続き、当財団役職員一同、中小企業の企業活動に真に役立つ質の高いサービスを提供できるよう努めてまいりますので、
当財団へご相談いただき、事業・制度をご活用くださいますようお願いします。

〈京都ブースの成果〉
●名刺交換数 ： 444枚
●商談件数 ： 74件

〈京都ブースの成果〉
●名刺交換数 ： 253枚
●商談件数 ： 59件

販路開拓支援、設備導入支援、北部企業
の活性化支援、総合相談窓口などで貢献

　今回の受賞で、長きに亘り皆様方に支
えていただきましたことを改めて認識し、
深く感謝申し上げます。
　私は勤務してきた３３年間で多くの部
署を経験させていただき、現在はお客様
相談室に所属しています。お客様相談室
は、来訪者が最初に来られる窓口ですの
で、日ごろから丁寧に対応すること、相談
者の立場になってお話をお聞きすること
を心がけています。また相談者と各支援
機関や専門家とを“繋ぐ”業務を大事にし
ています。
　この受賞を機に、今後もお客様に信頼さ
れ役立つサービスが提供できる京都産業
２１であるよう更に努力していく所存です。

情報化促進支援、技術顕彰事業、人材育
成支援などで貢献

　周りの皆様に助けていただきながら、
長年に亘って経理や総務といった後方支
援という形で携わってまいりました。現在
は、２０１９年４月、新たに設置された「京都
経済センター支所」において、人材育成
業務をメインに担当しています。若手の
職員が増えて世代交替が進む京都産業
21ですが、これからも財団に存在するこ
とで誰かに安心してもらえるようなお手
伝いができればと考えています。
　また、京都経済センターには、23の会
議室があり、どなたでもお申込みいただ
けます。会議、セミナー、面接等の会場と
してぜひご利用ください。

事業支援部 部長
巽 健次

京都経済センター支所 次長
坪内 貴子

お客様相談室 室長
小寺 祐人
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●お問い合わせ先／ （公財）京都産業２１ 事業支援部 設備導入支援グループ　TEL.075-315-8591  E-mail：setubi@ki21.jp

■設備投資の際は、是非一度お問い合わせください。■

本制度は、小規模企業者等の方が経営革新に必要な設備を導入する場合、又は、
これから創業しようとする方が必要な設備を導入する場合に、希望の設備等を
財団が代わってメーカーやディーラーから購入して、その設備等を長期かつ固
定損料（金利）で割賦販売（分割払い）またはリースする制度です。

創業・経営革新に必要な機械・設備・車両・ソフト等の導入を応援します。

■ご利用のメリットと導入効果
　●信用保証協会の保証が不要です。
　　→信用保証協会の保証枠に余裕を残せます。
　●金融機関借入枠外で利用できます。
　　→運転資金等の資金調達枠を残したまま、設備投資が可能です。
　●割賦損料・リース料率は、固定損料（金利）の公的制度です。
　　→安心して長期事業計画が立てられます。先行投資の調達手段として有効です。

設備投資なら、財団の割賦販売　･リース分割
払い

小規模企業者等ビジネス創造設備貸与（割賦販売・リース）制度

区　　分

対象企業

割賦販売 リース
京都府内に事業所・工場等がある小規模企業者等・創業者。

原則、従業員数（役員・パート除く） 製造業・その他業種 20名以下／商業・サービス業 5名以下の企業。
但し、全業種 従業員数（役員・パート除く） 50名以下の企業も可能な場合もあります。
※個人創業１ヶ月前・会社設立２ヶ月前～創業５年未満の企業者（創業者）も対象です。

対象設備 新品の機械・設備・車両・プログラム等（土地、建物、構築物、賃貸借用設備等は対象外）

対象設備の金額 １００万円～１億円（消費税込み）／年度まで利用可能です。

連帯保証人 原則不要　※法人の場合は、代表者の個人保証が必要です。ただし、「経営者保証に関するガイドライン」に則し判断します。

割賦期間及びリース期間 １０年以内（償還期間）（ただし、法定耐用年数以内） ３～１０年（法定耐用年数に応じて）

割賦損料率及び月額リース料率 年１.６％／年１.９％（２段階）
（設備価格の１０％の保証金が契約時に必要です）

3年 2.967％～ 4年 2.272％～ 5年 1.847％～ 6年 1.571％～
7年 1.370％～ 8年 1.217％～ 9年 1.101％～ 10年 1.008％～ 

※商工会議所・商工会の推薦があれば割賦・リース期間を最大10年を限度に2年間延長することが可能です。事前にご相談ください。

◆目的 ： 創業、又は小規模企業者等の経営革新を支援するための制度です。
◆特長 ： 低利・長期で利用でき、伴走型支援で経営をサポートします。

創業、経営革新に必要な機械・設備・車両・ソフト等の導入を支援します。

小規模企業者等
ビジネス創造設備貸与制度

公的資金なら安心有利です！

①
③

④

⑤
②

「自然志向」にこだわり調味料を開発・製造
　当社は事業を興して以来、一貫し
て環境にやさしく、人の健康に寄与
する食品を提供することを目指し、事
業を展開してきました。当社を設立し
た1989（平成元）年、「高級ぽん酢 ち
り酢一番」を開発・発売。関西一円の
スーパーマーケットで販売したところ
評判を呼び、調味料の開発・製造依
頼が増加。それ以降OEM生産を増

やしてきました。現在は、外食店や食品メーカー、スーパーマー
ケットなどのお客様から依頼を受け、調味たれ、ドレッシング、ぽ
ん酢などの液体調味料の企画・開発から製造、包装まで請け
負っています。
　創業以来「自然志向の食品作り」にこだわり、できる限り化学
調味料や保存料を使わず安全・安心な食品を作る技術やノウハ
ウを蓄積してきたことが当社の強みです。その技術力でお客様
のご要望に応え、環境にも身体にも優しい高付加価値商品を
開発・製造。これまでに延べ800種類もの商品を生み出してき
ました。
　また100～200ℓ単位の小ロットから受注できることも特長
です。細菌検査など高度な品質管理体制を整え、徹底した衛生
管理の下で製造を行っています。

自社オリジナルの健康食品を開発・販売
　近年、環境や健康に配慮した食品に対するニーズが高まる
中、食品そのものはもちろん、パッケージにもこだわるお客様
が増え、多様な形や場所にラベルを貼付できるラベラー機の
必要性を感じていました。今回京都産業21の支援で新しい機
械を導入したことで、多様なラベルを効率的に貼ることが可能
になっただけでなく、仕上がりの品質も向上しました。
　安全で肥沃な土壌と農業を次世代に残していくこと、またそ
うした農業で育てた作物を使って加工食品を作り、消費者に届
けることで、地域の生産者も消費者も幸せにすることが、当社の
願いです。そのための新しい挑戦として、地域で生産された玄
米で作った甘酒を使い、自社オリジナルの健康食品「1st Place
（ファーストプレイス）」を開発しました。玄米甘酒をベースにオー
ガニックカカオニブ、植物性乳酸菌など自然由来の5つの素材の
みを使用。改良を重ねて食味の良さも実現しました。運動時のエ
ネルギー補給に、また災害時の非常食としても活用でき、老若男
女を問わず愛用していただけます。2019（令和元）年9月より自
社WEBサイトを中心に本格的な販売を開始しました。
　今後も地域、そして消費者を幸せにする食品作りに尽力して
いきます。

設備貸与企業紹介

取  材

株式会社マナ

Comp a n y  D a t a
●代表取締役／井伊 修一
●所　在　地／本社：大阪府高槻市唐崎西2-22-1
　　　　　　　京都亀岡工房：京都府亀岡市東別院町東掛室22-1
●電　　　話／072-677-3939
●設　　　立／1989（平成元）年11月
●事 業 内 容／液体調味料（たれ・ぽん酢・ドレッシング等）の開発・製造・販売

新しいラベラー機を導入することで
多種多様なラベリングの効率化を実現

●お問い合わせ先／ （公財）京都産業２１ 事業支援部 設備導入支援グループ　TEL.075-315-8591  E-mail：setubi@ki21.jp

代表取締役　井伊 修一氏

https://e-manna.co.jp/

複数枚のラベルを一度に貼付できる
ラベラー機

徹底した衛生管理の下で製造
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●お問い合わせ先／ （公財）京都産業２１ 事業支援部 設備導入支援グループ　TEL.075-315-8591  E-mail：setubi@ki21.jp

■設備投資の際は、是非一度お問い合わせください。■

本制度は、小規模企業者等の方が経営革新に必要な設備を導入する場合、又は、
これから創業しようとする方が必要な設備を導入する場合に、希望の設備等を
財団が代わってメーカーやディーラーから購入して、その設備等を長期かつ固
定損料（金利）で割賦販売（分割払い）またはリースする制度です。

創業・経営革新に必要な機械・設備・車両・ソフト等の導入を応援します。

■ご利用のメリットと導入効果
　●信用保証協会の保証が不要です。
　　→信用保証協会の保証枠に余裕を残せます。
　●金融機関借入枠外で利用できます。
　　→運転資金等の資金調達枠を残したまま、設備投資が可能です。
　●割賦損料・リース料率は、固定損料（金利）の公的制度です。
　　→安心して長期事業計画が立てられます。先行投資の調達手段として有効です。

設備投資なら、財団の割賦販売　･リース分割
払い

小規模企業者等ビジネス創造設備貸与（割賦販売・リース）制度

区　　分

対象企業

割賦販売 リース
京都府内に事業所・工場等がある小規模企業者等・創業者。

原則、従業員数（役員・パート除く） 製造業・その他業種 20名以下／商業・サービス業 5名以下の企業。
但し、全業種 従業員数（役員・パート除く） 50名以下の企業も可能な場合もあります。
※個人創業１ヶ月前・会社設立２ヶ月前～創業５年未満の企業者（創業者）も対象です。

対象設備 新品の機械・設備・車両・プログラム等（土地、建物、構築物、賃貸借用設備等は対象外）

対象設備の金額 １００万円～１億円（消費税込み）／年度まで利用可能です。

連帯保証人 原則不要　※法人の場合は、代表者の個人保証が必要です。ただし、「経営者保証に関するガイドライン」に則し判断します。

割賦期間及びリース期間 １０年以内（償還期間）（ただし、法定耐用年数以内） ３～１０年（法定耐用年数に応じて）

割賦損料率及び月額リース料率 年１.６％／年１.９％（２段階）
（設備価格の１０％の保証金が契約時に必要です）

3年 2.967％～ 4年 2.272％～ 5年 1.847％～ 6年 1.571％～
7年 1.370％～ 8年 1.217％～ 9年 1.101％～ 10年 1.008％～ 

※商工会議所・商工会の推薦があれば割賦・リース期間を最大10年を限度に2年間延長することが可能です。事前にご相談ください。

◆目的 ： 創業、又は小規模企業者等の経営革新を支援するための制度です。
◆特長 ： 低利・長期で利用でき、伴走型支援で経営をサポートします。

創業、経営革新に必要な機械・設備・車両・ソフト等の導入を支援します。

小規模企業者等
ビジネス創造設備貸与制度

公的資金なら安心有利です！

①
③

④

⑤
②

「自然志向」にこだわり調味料を開発・製造
　当社は事業を興して以来、一貫し
て環境にやさしく、人の健康に寄与
する食品を提供することを目指し、事
業を展開してきました。当社を設立し
た1989（平成元）年、「高級ぽん酢 ち
り酢一番」を開発・発売。関西一円の
スーパーマーケットで販売したところ
評判を呼び、調味料の開発・製造依
頼が増加。それ以降OEM生産を増

やしてきました。現在は、外食店や食品メーカー、スーパーマー
ケットなどのお客様から依頼を受け、調味たれ、ドレッシング、ぽ
ん酢などの液体調味料の企画・開発から製造、包装まで請け
負っています。
　創業以来「自然志向の食品作り」にこだわり、できる限り化学
調味料や保存料を使わず安全・安心な食品を作る技術やノウハ
ウを蓄積してきたことが当社の強みです。その技術力でお客様
のご要望に応え、環境にも身体にも優しい高付加価値商品を
開発・製造。これまでに延べ800種類もの商品を生み出してき
ました。
　また100～200ℓ単位の小ロットから受注できることも特長
です。細菌検査など高度な品質管理体制を整え、徹底した衛生
管理の下で製造を行っています。

自社オリジナルの健康食品を開発・販売
　近年、環境や健康に配慮した食品に対するニーズが高まる
中、食品そのものはもちろん、パッケージにもこだわるお客様
が増え、多様な形や場所にラベルを貼付できるラベラー機の
必要性を感じていました。今回京都産業21の支援で新しい機
械を導入したことで、多様なラベルを効率的に貼ることが可能
になっただけでなく、仕上がりの品質も向上しました。
　安全で肥沃な土壌と農業を次世代に残していくこと、またそ
うした農業で育てた作物を使って加工食品を作り、消費者に届
けることで、地域の生産者も消費者も幸せにすることが、当社の
願いです。そのための新しい挑戦として、地域で生産された玄
米で作った甘酒を使い、自社オリジナルの健康食品「1st Place
（ファーストプレイス）」を開発しました。玄米甘酒をベースにオー
ガニックカカオニブ、植物性乳酸菌など自然由来の5つの素材の
みを使用。改良を重ねて食味の良さも実現しました。運動時のエ
ネルギー補給に、また災害時の非常食としても活用でき、老若男
女を問わず愛用していただけます。2019（令和元）年9月より自
社WEBサイトを中心に本格的な販売を開始しました。
　今後も地域、そして消費者を幸せにする食品作りに尽力して
いきます。

設備貸与企業紹介

取  材

株式会社マナ

Comp a n y  D a t a
●代表取締役／井伊 修一
●所　在　地／本社：大阪府高槻市唐崎西2-22-1
　　　　　　　京都亀岡工房：京都府亀岡市東別院町東掛室22-1
●電　　　話／072-677-3939
●設　　　立／1989（平成元）年11月
●事 業 内 容／液体調味料（たれ・ぽん酢・ドレッシング等）の開発・製造・販売

新しいラベラー機を導入することで
多種多様なラベリングの効率化を実現

●お問い合わせ先／ （公財）京都産業２１ 事業支援部 設備導入支援グループ　TEL.075-315-8591  E-mail：setubi@ki21.jp

代表取締役　井伊 修一氏

https://e-manna.co.jp/

複数枚のラベルを一度に貼付できる
ラベラー機

徹底した衛生管理の下で製造
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●お問い合わせ先／ （公財）京都産業21 ものづくり支援部 販路開拓グループ　TEL：075-315-8590  E-mail：market@ki21.jp
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受発注あっせんについて

業種No.凡例 機：機械金属加工等製造業 電：電気・電子機器組立等製造業
繊：縫製等繊維関連業種 他：その他の業種

●本コーナーに掲載をご希望の方は、販路開拓グループ（TEL：075-315-8590）
までご連絡ください。掲載は無料です
●本コーナーの情報は毎週火曜日、京都新聞及び北近畿経済新聞にも一部掲載
します。

※取引に関する交渉等は、双方の責任において行ってください。
※受発注に際しては、文書(注文書等)による取引確認を行ってください。
※お問い合わせの際に、案件が終了している場合もございますので、あらかじめご了承ください。

受発注あっせん情報

発注コーナー
業種№  発 注 品 目  加 工 内 容 地域・資本金・従業員 必 要 設 備 数  量 金  額 希望地域 その他の条件・希望等

機-1
半導体製造装置など
産業機器部品(丸物φ
40～φ80、プレート
40mm×800mm)

切削加工(フライス、
旋盤、中ぐり、タッ
プ立てなど)

伏見区
1000万円

30名
フライス盤、旋盤、マシニン
グセンタ

1個～100個
(1個～10個が中心) 話合い

京都府・
大阪府・
滋賀県

●運搬受注側持ち

機-2 機械設計(部品洗浄機
及び周辺機器)

構想・設計・組立図作
成・部品図作成のどの
部分でも可

下京区
1000万円

8名
CAD(2D・3Dどちらでも可) 数件 話合い 京都府

●既存機の改善設計・治具の見直し・新規設
備など、小さなアイテムから対応してい
ただけると尚可

機-3 精密機械部品 切削加工
久御山町
1000万円

21名

立形マシニングセンタ(Ｘ
800×Ｙ500)、立形フライ
ス盤(Ｘ750×Ｙ400)

1個～100個、
リピート品も有り 話合い 京都府

南部
●原則運搬受注側持ち
　継続取引希望

機-4
産業用機械・装置及び
これらに付随する部
品

機械設計・電機設計（ソ
フト・ハード）、部品加
工、組立、電気配線、
配管、据付・調整

久御山町
2000万円

121名

CAD
部品加工機（旋盤、マシニン
グセンタなど）

話合い 話合い 不問 ●継続取引希望

繊-1 自動車カバー・バイク
カバー 裁断～縫製～仕上げ

南区
1200万円

17名
関連設備一式 話合い 話合い 不問 ●運搬片持ち、継続取引希望

繊-2
婦人服(ジャケット、
スカート、ワンピー
ス、ブラウスなど）

縫製
宇治市

1000万円
18名

本縫いミシン、オーバーロッ
ク 話合い(少量からでも対応可) 話合い 不問 ●運搬話合い

繊-3 のれん 裁断～縫製
西京区

1000万円
11名

ラッパミシン 5枚～10数枚／ロット 話合い 不問 ●基本サイズ:90cm×150cm
　素材:綿・麻・ポリエステル

繊-4 外国人向けお土産用
浴衣、半天

裁断～縫製～アイロ
ン仕上げ

下京区
2400万円

10名
インターロックミシン、本縫
いミシン

50着／週程度から。
更に枚数増をご希望される

方には増やすことも可

品目別に
料金設定

あり。
要問合せ

不問 ●運搬片持ち

※あっせんを受けられた企業は、その結果についてご連絡ください。

受注コーナー
業種№ 加 工 内 容 主要加工（生産）品目 地域・資本金・従業員 主　要　設　備 希望取引条件等 希望地域 備 　　    考　

機-1 切削加工・溶接加工一式（ア
ルミ・鉄・ステン・真鍮）

産業用ロボット・省力化装置な
ど精密部品

南区
500万円

25名

NC旋盤6台、MC11台、NCフライス3台、
汎用旋盤8台、汎用フライス盤8台、アル
ゴン溶接機5台他

単品～
中ロット 不問 運搬可能、ブラケットフレーム溶接加工も

可

機-2 精密機械加工、研削加工 鉄・アルミ・SUS・銅・真鍮
久御山町
1000万円

8名

MC4台、NCフライス1台、フライス盤3
台、平面研削盤1台、精密成形平面研削
盤1台、横型NCタッピングボール盤1台

話合い 近畿圏 試作、治具、単品も得意。小ロット・短納
期にも対応可

機-3
精密板金加工(板厚 t0.8～
t3.2、単品～中量産品)、短納
期

印刷関連機械装置・精密板金部
品など、小型から中型が主力

久御山町
1000万円

12名

工程統合マシン(レーザーパンチ複合マシ
ン)・NCブレーキ・スポット、アルゴン、半
自動溶接機・バリ取り機・タッピングマシン・
リベッター他

話合い
継続取引

希望

京都市
近郊、

大阪府、
滋賀県

機-4
エレクトロニクス部品などへの
表面処理（Au、Ni、無電解Ni、
Sn、Sn-Ag、Agなどめっき処理）

めっきの種類
Au、Ni、無電解Ni、Sn、Sn-Ag、
Ag、粗化Niなど

右京区
7445万円

134名
バレルめっきライン、ラックめっきライ
ン、フープめっきライン 話合い 不問 開発部門あり・試作から量産まで対応可

機-5 製缶加工 大型フレーム
架台関係が得意

宇治田原町
500万円

3名
半自動溶接機・アルゴン溶接機・フライス・
バリ取り・セットプレス・ユニットワーカ

現金取引
希望

京都市
周辺

機-6
プラダン・PPシートの製造・加
工、オーダーメイド、梱包資
材の製造・販売

中空樹脂板(プラダン、ツイン
コーン、パロニア、スミパネ
ル)の加工

宇治田原町
5000万円

72名

CAMサンプルカッター、CAMミーリング加
工機、トムソンプレス、熱曲げ機、シート
接続溶着機、緩衝材用ソリットフォーマー、
スライサー、UV印刷機

話合い、
継続取引

希望
不問

機-7 各種機械部品の切削加工、精
密機械部品の加工

小物、中物、多品種少量、単品
から量産まで対応。材質は鉄、
SUS、アルミ、樹脂、難削材、
特殊材に対応

亀岡市
1000万円

14名

MC、ワイヤーカット、汎用フライス、
NC旋盤、NCフライス、汎用旋盤、三次
元測定器

話合い 不問 加工から組立対応まで可

機-8 マシニングセンターによる精
密機械加工

半導体装置部品、医療機器装
置部品、産業用機械部品

南区
7500万円

11名

立型マシニングセンター7台、横型マシ
ニングセンター1台、汎用フライス3台、
汎用旋盤3台

話合い
単品～

100個程
近畿圏

材質：アルミ・鉄・SUS
サイズ：X～1000、Y～500程度、提携協力企
業による材料調達、表面処理、研磨、溶接の
一式対応可

機-9
精密板金加工と金属焼付塗装

（全て自社内で対応）および新
商品開発時などの設計支援

分析機器、産業用機器、電気機
器などで使用されるカバーや金
具類などの精密板金部品の製作
と焼付塗装

南区
1000万円

20名

レーザー加工機、タレットパンチプレス、
NCベンダー、Tig溶接機、半自動溶接機、
塗装用ブース、その他ボール盤など一式

話合い
できれば

翌月末現金
払い希望

京都府・
大阪府・

滋賀県を中心
に全国対応

特急対応可。小物から中物。試作・単品か
ら中ロット(1,000個程)。京都市内および
近郊地域は配達可

機-10
板金加工(ステンレスを中心と
したボックス、ワゴンなどの
製作)

病院用ワゴン、病院用消毒
ケース、美容室用ワゴンなど

久御山町
200万円

6名
シャーリング、コーナーシャー、溶接機、
プレス機、パンチング、ベンダー 話合い 不問

機-11 電子機器の組立、ハーネス圧
着

ガス警報器の組立・ハーネス加
工・直流電源の組立

木津川市
1000万円

5名

電動ドライバー、圧着工具、はんだごて、
ボール盤、デジタルオシロ、マルチメー
ター、流動計、絶縁計、耐圧試験機

話合い 不問

機-12 手作業による組立加工 水位センサー
伏見区

300万円
4名

はんだごて20台、ディップ槽3台、電動
ドライバー10台、卓上端子カシメ機3台 話合い 京都市

近郊

機-13 放電・ワイヤーカット・研削な
どによる精密金型加工

プラスチック成型金型の設計・
加工・組立

伏見区
1000万円

10名

マシニングセンター2台・放電加工機4台・ワイ
ヤーカット2台・フライス盤4台・成形研削盤6台・
旋盤2台・工具研磨機1台・コンタマシン1台・成形
加工機1台・2DCAD 2台・CAD/3DCAM 1台

話合い 不問

機-14
破砕・粉砕・微粉砕加工、ふる
い分け分級加工、粒度調整、
異物除去、粉体詰め替え作業

金属・樹脂・繊維・鉱石・その他
各種

宇治市
個人
10名

大型粉砕機・粉砕機・微粉砕機・円形ふる
い・その他粉粒体加工設備一式

試作・量産・
スポット
対応可、
話合い

不問 あらゆる素材に対応します

機-15 金型部品 マシニングの3D加工、平面・
成形研磨

宇治市
個人
3名

高速MC(X600×Y320×Z200)・平面研磨
機(X500×Y200×Z300)・汎用フライス
(X600×Y250×Z300)・型彫放電(X300×
Y200×Z150)・顕微鏡

試作・
単品・

小ロット
不問 銅・ステンレス・研磨可能

※あっせんを受けられた企業は、その結果についてご連絡ください。
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●お問い合わせ先／ （公財）京都産業21 ものづくり支援部 販路開拓グループ　TEL：075-315-8590  E-mail：market@ki21.jp
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受発注あっせんについて

業種No.凡例 機：機械金属加工等製造業 電：電気・電子機器組立等製造業
繊：縫製等繊維関連業種 他：その他の業種

●本コーナーに掲載をご希望の方は、販路開拓グループ（TEL：075-315-8590）
までご連絡ください。掲載は無料です
●本コーナーの情報は毎週火曜日、京都新聞及び北近畿経済新聞にも一部掲載
します。

※取引に関する交渉等は、双方の責任において行ってください。
※受発注に際しては、文書(注文書等)による取引確認を行ってください。
※お問い合わせの際に、案件が終了している場合もございますので、あらかじめご了承ください。

業種№ 加 工 内 容 主要加工（生産）品目 地域・資本金・従業員 主　要　設　備 希望取引条件等 希望地域 備 　　    考　

機-16 表面処理（アルマイト処理） 半導体製造装置他、産業機械
向けの切削加工品

福知山市
1200万円

26名

アルマイト設備一式、硬質アルマイト設
備一式、染色ラインナップ：黒・赤・青・黄・
緑・紺・ピンク・ゴールド・紫

単品～
中ロット
対応可能、

応相談
不問

機-17
溶接加工（CO2、TIG)、切削加
工（立MC、横MC、NC旋盤、
五面加工機）、研磨加工（平面
研磨機）

産業用機械部品、精密機械部品、
鋳造部品、製缶部品（フレーム、
ブラケット、機械加工に付属す
るもの）

京丹後市
1000万円

13名

立型MC4台、横型MC3台、五面加工機、
NC旋盤2台、平面研磨機、各種溶接機

（CO2,TIG）、大型ラジアルボール盤、製缶
プレス

話合い 不問 溶接から機械加工まで社内対応可能

機-18 テーブル天板の小口貼り、引
出し箱組、面取り加工

テーブル天板、引出し、各種
面取り

京丹後市
1000万円

10名
エッジバンダー（面貼り機）、コーナー
ロッキング、面取り機 話合い

京都府・大阪府・
神戸市・岡山県・
鳥取県・福井県

試作から量産まで可

機-19 一般鋼材（AL・SS・SUS）、各
種機械加工

汎用旋盤加工、MC加工、NCフ
ライス加工

宇治市
個人
4名

立型MC（X1250×Y700×Z600）2台、立
型MC(X800×Y500×Z400)1台、NCフラ
イス（X1000×Y400×Z300)1台、汎用旋
盤6尺(加工可能～φ300）2台

継続取引
希望 不問 試作・単品・小ロット

表面処理対応可（アルマイト・メッキ等）

機-20 手作業による組立作業 電子部品半田付・組立、
自動車部品等の目視検査

綾部市
1000万円

10人

各種半田付工具、ネジ締め工具、高圧・低
圧電源、実体顕微鏡、コンプレッサー、
ベルトコンベア

話合い 京都府・
兵庫県

機-21 産業用機械・装置の開発・設
計・製作 半自動・自動装置及び治具など

久御山町
2000万円

121名
CAD 話合い 不問 部品のみの相談も対応

機-22 木工製品企画製造・無垢材製
品・家具製作

小ロット～大ロット木製品生
産・大型木材加工仕上げ・プロ
ダクトデザイン

京丹後市
2000万円

9名
ワイドサンダー（1300幅）、NCルーター、
塗装設備、高周波幅はぎ、各種木工機械

試作品～
量産品
単品可

不問 自社運搬、取付け込みの工事可能

機-23 精密板金加工一式、パイプの
丸・面曲げ、溶接

鉄・ステンレス・アルミ一式加
工

長岡京市
1000万円

7名
フライングオプティクスレーザー、タ
レットパンチプレス、ベンダー、溶接機 話合い 京都府内

機-24 アルミ金型鋳造
（グラビティー鋳造）

マニホールド
オイルパン
舶用照明
医療用フレーム

宇治田原町
1000万円

20名

鋳造機8台、溶解炉8台、切断機3台、ベー
ダ―マシン4台、エプロンショット1台、
テーブルショット1台

話合い 不問

電-1
トランス(変圧器)、コイルな
どの製作、制御盤、配電盤の
組立

小型トランスから大型トラン
ス(50KVA)まで、設計も可、
巻線加工、組立作業

上京区
1000万円

15名

自動巻線機4台、手巻き巻線機8台、鉄心
挿入機10台、ワニス乾燥炉2台、各種検
査器

現金取引
希望

京都府・
大阪府・
滋賀県

組立品高さ2300mmまで可、少量生産・試
作可

電-2 電子回路設計
基盤アートワーク設計

太陽光発電充放電システム、LED
フルカラードットマトリックス、
太陽光発電表示板、ICテストパ
フォーマンスボード設計・製作

右京区
1000万円

20名

テクトロニクスMS04054B他7台、電源
各種、マイクロスコープ2台、静電気試
験器

話合い 不問

繊-1 和洋装一般の刺繍加工及び刺
繍ソフト・プログラム制作

山科区
1000万円

4名
六頭・四頭電子刺繍ミシン、パンチングマ
シン 話合い 不問 タオルや小物など雑貨類の刺繍も可、多品

種小ロット可、運搬可

繊-2 刺繍加工業 刺繍雑貨の製造・販売
舞鶴市

850万円
22名

刺繍機9台他 話合い 不問 単発取引可

繊-3 手作業による組立加工
和雑貨、装飾小物(マスコッ
ト、ファンシー雑貨、民芸品)、
菓子用紙器など

亀岡市
300万円

7名
ミシン、打ち抜き機(ポンス) 話合い 不問 内職150名～200名、機械化が不可能な縫

製加工、紙加工の手作業を得意とする

繊-4 縫製 ネクタイ・蝶タイ・カマーバン
ド・ストール

宇治市
1000万円

27名
リバー、自動裏付機、オーバーロック、
本縫ミシン、バンドナイフ裁断機 話合い 不問

繊-5 婦人服製造 ワンピース、ジャケット、コー
ト

亀岡市
個人
5名

本縫いミシン、ロックミシン、メローミ
シン、仕上げプレス機 話合い 不問 カシミア・シルクなどの特殊素材縫製も得

意

繊-6 製織デザイン、製織 絹繊維織物全般、化合繊維織
物全般

与謝野町
個人
1名

撚糸機・織機 試作品、
量産品 不問 小幅・広幅対応可

繊-7 シルクスクリーン印刷
衣料品(綿)、カバン、オリジ
ナルプリント、Tシャツ、バッ
グ

久御山町
120万円

3名

製品用捺染台36台(プリント可能サイズ 
65cm×50cm)、ハシマ式全自動平型転
写プレス1台、遠赤乾燥機山型式1台

話合い 不問 箔、フロッキー、発泡グリッター、抜染、
四色分解、当社オリジナル特殊プリント有

繊-8 肌・掛ふとんの製造加工(縫製
～完成品まで) 肌・掛ふとんのふとん側縫製

南丹市
個人
10名

本縫いミシン7台、NCコンフォーターミ
シン1台、キルトミシン1台、ロックミシ
ン1台(外注)、検針機1台

話合い
京都府

近辺地域
希望

ふとん以外のミシンを使用した縫製商品の
案件も承ります

他-1 HALCOM(画像処理)開発
対応言語：C/C＋＋、VC＋＋、
VB、NET系、Delphi、JAVA、
PHP

右京区
2000万円

25名
Windowsサーバー4台、Linuxサーバー3
台、開発用端末30台、DBサーバー3台 話合い

京都府・
大阪府・
滋賀県・

その他相談
小規模案件から対応可

他-2
統合型販売・生産管理・製造実行
システム・計装制御システム・黒
ウコン植物工場栽培管理システ
ム

対応言語：VB、NET、JAVA、
C / C ＋ ＋ 、P L C ラ ダ ー 、
SCADA(RS-VIEW/iFIX）他

下京区
1000万円

54名
Windowsサーバー10台、Linuxサーバー
5台、開発用端末35台 話合い 不問 品質向上・トレーサビリティ・見える化を実

現　　　　　

他-3 企業・商店など、運営のデザ
インシステム構築

商品パンフレット・企業案内・
広報企画・ロゴマーク・ロゴタ
イプなどのVI計画など

左京区
個人
2名

デザイン制作機材一式 話合い 不問
商品や企業の広告デザイン、商品ロゴタイ
プ、ＶＩ計画など、デザイン面からの企業
運営に必要なツールを制作

他-4 精密機械、産業機械の開発設
計

右京区
300万円 

1名

C A D 設 計 ( P T C  C R E O  D I R E C T 
MODELING、PTC CREO DIRECT 
DRAFTING)

話合い
京都府・
大阪府・

滋賀県地域
希望

他-5 コンピューターソフトウェア
の作成及び保守

生産管理・工程管理・物流管理・
制御系処理の各ソフトウェア
開発

中京区
4500万円

21名

開発用サーバー30台
開発用PC110台
システム展開ルーム有り

現金
(口座振込)

京都府・大阪府・
滋賀県・奈良県・

兵庫県希望

他-6 HP制作・保守・運用、WEBシス
テム開発・保守・運用

WordPressテーマ、プラグイ
ン開発　対応言語：PHP、Perl、
javascript

中京区
200万円

2名
サーバー(Linux)2台、Windowsパソコン
2台、Macパソコン2台、タブレット2台 話合い

京都府・
大阪府・
滋賀県・

その他相談
WordPressを利用したWEBサイト構築

他-7 ラミネート・貼合加工 合成皮革基布、不織布貼
左京区

1000万円
6名
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右京区
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DTP
i-Macパソコン2台 特になし 京都府・

滋賀県



はじめに
　昨年の研究では、粒子の大きさで抗菌効果に差が現れ、粒
子が小さいほど抗菌効果が高いわけではなく、抗菌効果を発
揮する適当なサイズが存在する可能性や、粒子が凝集すると、
抗菌効果が向上する可能性があることがわかりました。粒子
の状態が異なると抗菌効果に差がでる可能性があり、本年度
は、凝集や複合化（異なる粒子を混ぜ合わせた）が進行した複
合化銀粒子の抗菌性や形状変化についての研究を行いました
ので、その実験結果を紹介します。

実験方法
　「凝集効果の検討」と「複合化効果の検討」の２つについて実
験を行いました。凝集効果の検討では、熱やクエン酸による凝
集効果を検討し、更に凝集が進行した場合についても実験を行
いました。複合化効果の検討では、抗菌効果が一番高かった、
バブル法で作製したAg粒子とその他のナノ粒子（Al、Fe）の混
合量を変えて、複合化させ、抗菌効果や形状変化を調べまし
た。なお、両粒子ともに、単独では、抗菌効果は観測されません
でした。菌の繁殖の有無は、昨年と同様に、高濃度液の目視観
察で判断しました。

結果＆考察
　図２に凝集化処理及び複合化処理の検討で得られた実験結
果（○：菌繁殖無、×：有）を示します。熱処理により、粒径が大き
く（100nm以上）ても小さく（数nm～100nm程度）ても凝集
化や複合化により抗菌性が向上する傾向があることがわかり
ました。なお、熱処理で更に凝集を加速させて、粒子の大きさ
が増大しすぎると抗菌効果が低下してしまうこともわかりまし
た。凝集化処理では、粒径サイズが大きくなり形状も変化して
いました。複合化処理では、小さな粒子が大きな粒子に付着し

ており、表面の凹凸度合いが、増大している可能性があること
が確認されました。
　凝集化や複合化により、小さな粒子が凝集することで粒子形
状が変化し、表面の凹凸度合いが増大することで、複合化銀粒
子の抗菌効果（粒子単体よりも抗菌効果が向上）に影響を与え
ている可能性があることがわかりました。
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●お問い合わせ先／ 京都府中小企業技術センター 応用技術課 表面・微細加工担当　TEL：075-315-8634  E-mail：ouyou@kptc.jp

凝集・合金化処理を利用した
抗菌性複合化銀粒子の検討

応用技術課　松延 剛研 究 報 告

Research Report

はじめに
　雑音端子電圧とは、EMC（電磁両立性）に必要な試験の一つ
で、電気製品の電源線などを伝わって伝搬する電磁ノイズを
計測するもので、CISPR１）と呼ばれる規格によって国際的に試
験方法などが定められています。
　今回、電気製品の電源線長を変動要因として、発生するノイ
ズ周波数の傾向を確認しました。

実験方法
　雑音端子電圧測定において観測される最も一般的なノイズ
源は、スイッチング（ＳＷ）電源の高調波ノイズなので、ノイズ対
策がされていない旧型のＳＷ電源を用意し、そのノイズ源の電
源線長をＸmとして雑音端子電圧の測定を行いました。
　さらに、電源線の途中にノイズフィルタ（ＮＦ）を挿入した場
合についても同様の測定を行いました。

結果＆考察
　ＮＦ無しでの結果のうちＸ＝2.1mおよび6.1mの結果を図２
に示します。
　ここで、二つの差異として顕著である15MHz付近のノイズ

ピークに注目し、このピーク周波数が電源線長Ｘやノイズフィ
ルタ付与によりどう変化したかを図３に示します。
　さらに、電源線内で定在波が発生していると仮定して、Ｘが
波長λの1/2、3/8、1/4倍となる周波数を仮説値としてプロッ
トしました。

　ＮＦ無しでは電源線長が波長λの3/8倍となる仮説値にほぼ
一致していますがＮＦ付きについては、仮説値に沿った結果と
はなりませんでした。
　定在波の発生原因をＮＦによるインピーダンス変化と考え
るのであればＮＦの位置により反射点が変化し、それに応じて
周波数が変化すると予想しましたが、その通りの変化とはなり
ませんでした。

まとめ
　今回、電気製品に付属させる電源線の長さを変更する場合
や、使用の際に延長線を用いる場合などを想定し、電源線長が
変動要因となった場合のノイズ特性を検証しました。
　その結果、電源線が長いと強いノイズが特定の周波数に発
生する現象を確認しました。
　特に、ケーブルが長くなるに従ってノイズピークが発生する
周波数も低くなる傾向が確認できました。しかしながら、電源
線内で発生する定在波が原因と推察したものの、理論値に一
致しないケースもあり確証を得るには至っていません。
　今後、反射の発生する条件を検証し、この現象が発生する条
件を確定する必要があると考えます。

●お問い合わせ先／ 京都府中小企業技術センター 応用技術課 電気・電子担当　TEL：075-315-8634  E-mail：ouyou@kptc.jp

電源線伝導電磁ノイズの誤差要因検証

応用技術課　中山 恭利研 究 報 告

Research Report

　電源線から伝導してくる電磁ノイズ（雑音端子電圧）の測定において、被測定機器の電源線長により特定の周波数にて強いノイズ
が発生する事を確認できました。またその周波数に傾向があることが解りましたので報告します。

（参考文献）
１）CISPR（国際無線障害特別委員会）規格
総務省「国内答申されたCISPR規格」より

図１　実験配線図

図２　ノイズ測定結果比較

図３　ノイズピーク周波数

図１　実験の概略図

図2　実験結果
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　今回は工業材料の分析によく用いるICP発光分光分析装置
について紹介します。
　ICP発光分光分析の原理は次のとおりです。6000～
10000K1）のアルゴンプラズマ中に霧状の溶液試料を導入する
と、元素固有の発光スペクトルを生じます。これらのスペクトル
から定性・定量分析を行います。定性分析には他に簡便な方法
があるので、当センターでは定量分析を中心に行っています。
1）10000K（ケルビン）は10273.15℃

　ICP発光分光分析を行う際は、前処理として試料を溶液化
（なるべく酸性水溶液）する必要があります。望ましいのは、硝
酸・塩酸及びその混酸による溶液化です。試料の性状に応じて
過塩素酸や硫酸を使用することもありますが、硫酸は粘性が高
く密度も大きいので、できる限り使用量を抑えたいところで
す。硫酸は後述の物理干渉の原因にもなります。
　定量分析を行うには検量線の作成が必要です。水系試料で
あれば、標準溶液を適当な濃度に希釈して一定濃度の硝酸また
は塩酸酸性とします。金属材料の場合は、マトリックスとして主
成分である鉄や銅、アルミニウム、ニッケル等の高純度金属を
溶解したものを準備します。これを実試料と同じ濃度になるよう
に調製したものに、目的元素の標準溶液を段階的に加え、検量
線用溶液とします。これをマトリックスマッチングといいます。
　分析における問題点としては各種干渉が挙げられます。分光
干渉・物理干渉・イオン化干渉などがあり、実試料の分析の際に
は次のような対応をしています。
　分光干渉は、目的元素の分析線に他の元素や分子の発光ス
ペクトルが重なったり、ベースラインが変動したりする現象で

す。分光干渉の影響の少ない分析線を選択したり、マトリックス
マッチングをすることで補正が可能です。
　物理干渉は、試料溶液の粘性・密度・表面張力などの物理的
性質によりプラズマへの導入効率が変化する現象のことです。
イオン化干渉は、試料溶液中にアルカリ金属などのイオン化さ
れやすい元素が多く含まれたときに、プラズマ内の原子密度と
イオン密度のバランスが崩れる現象のことです。物理干渉、イ
オン化干渉ともに軽減するには、マトリックスマッチングまたは
標準添加法が有効です。
　試料が樹脂や塗膜の場合は金属材料よりも溶液化が困難で
す。硫酸による湿式分解、試料を灰化して酸に溶解、マイクロ波
加熱分解装置による分解などの方法がありますが、時間と手間
がかかる上、熟練が必要です。有機溶媒溶液を装置に導入する
とプラズマが不安定になるので、基本的には使用できません。

　ICP発光分光分析は、前処理が煩雑で時間がかかりますが、
検量線溶液を自分で調製できるので、既存の標準試料がなく
ても正確な定量分析が可能です。貴金属や希土類も含め非常
に多くの元素が測定可能です。真空紫外域に分析線をもつリ
ンや塩素も測定できますので、一般的な工業材料のほか医薬
品・食品、鉱物や岩石、生体試料など種々の分野で利用されて
います。
　当センターでの工業材料の分析には、いろいろな装置が用
いられます。どの装置を用いるかは、材料の種類・形状や分析
の目的によって異なります。
　●納入先を変更した際に、規格から外れていないかをチェッ
クしておきたい。

　●部品に不具合が生じ、成分が原因とは思えないがとりあえ
ず材質を確認したい。

　などの場合には、概略分析値が迅速に得られる蛍光X線分析
が適しています。
　それに対して材料の性質に大きく影響を与える合金元素や
不純物元素の数値を正確に定量したいという場合は、ICP発光
分光分析による定量を行うことになります。
　それぞれの分析法の長所や短所を把握した上で、適切な方
法を選ぶことが大切です。本装置は貸付対象ではなく依頼試
験での対応となります。化学・環境担当までご相談ください。

●お問い合わせ先／ 京都府中小企業技術センター 基盤技術課 化学・環境担当　TEL：075-315-8633  E-mail：kiban@kptc.jp
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　電磁波は今日では、身の回りの様々な製品に応用されてお
り、我々の生活に不可欠な存在となっています。
　利用される電磁波は大まかに言えば、世代が進むほど周波
数は高くなる傾向にあり、今日では周波数30GHz～300GHz
のミリ波帯が注目されています。応用としては、自動車の衝突
防止や自動運転に使用される車載レーダー、5Gなどの次世代
高速移動通信が注目されています。
　電磁波を利用するには、電磁波を送受信するアンテナが重
要であるのはもちろんですが、適切に電磁波を遮蔽・吸収する
材料も非常に重要となります。

電波吸収体
　例えばレーダーの場合、図１に示すように、本来の対象物か
ら届く反射波以外に、反射波が壁などで反射して届く場合があ
ります。壁が鏡面の働きをすることで、本来存在していない物
体がレーダーに表示され誤検知の原因となります。
　この対策に
電波吸収体が
使用されます。
電波吸収体を
反射体上に設
置することで、
反射波が抑え
られます。例え
るなら鏡の表
面を光を吸収する黒い塗料で塗りつぶしてしまうことに相当
します。反射が大きい箇所に対策を施すことで、本物の像の
み残るようにします。
　実例としては、船舶レーダーのために、海上の橋梁に電波吸
収体が設置されたことがあります。不要な反射波を抑制するこ
とは、レーダー以外にも通信における多重反射による混信や、
電子機器全般における誤動作への対策に有効です。
　そのために電磁波遮蔽という手段が用いられることがありま
す。これは電磁波を透過させないことを主目的として使用しま
す。したがって、電磁波遮蔽では反射するのか吸収するのかは
あまり重要視しません。例を挙げると、電子機器の金属筐体が
あります。外部から飛来する電磁波を遮断して内部に入れない
ことが目的であり、筐体による反射はそれほど問題としません。
　一方で、上に挙げたレーダーの鏡像の場合、例えば壁や橋な
どを金属筐体で覆っても、筐体そのものが反射体になってしま
うため、反射の大きい材料では十分な対策ができません。その
ため、電磁波に対して反射も透過も小さく、吸収が大きい電波
吸収体を使用することが必要になります。

電波吸収材料
　電波吸収体で吸収された電磁波のエネルギーは全て熱にな
ります。電波吸収体の素材は、電磁波を熱に変換する機構によっ
て、導電性材料・誘電性材料・磁性材料の三種に分けられます。
　導電性材料は電磁波の電場により内部に電流が流れること
で、ジュール熱に変換されます。導電性があることが重要です
が、金属単体のように導電率が高すぎると電磁波は表面で反
射されてしまうため、炭素材料や金属を繊維状にしたものが用
いられます。金属繊維は樹脂に練り込んだり、布状にして使用
されます。
　誘電体吸収材料では直流電流は流れませんが、高周波では
誘電損失により熱が生じます。通常、誘電体では外部電場の位
相に応じた分極が起こりますが、周波数が高いところでは分極
が電場の位相に追従できなくなり、その結果電磁波のエネル
ギーが誘電体内の分子の熱に変換されます。これは、電子レン
ジでマイクロ波が水を加熱するのと同じ現象です。素材の誘電
損失が大きいほど吸収効果が高く、カーボン粒子をウレタンや
ゴムに混合したものが用いられます。
　磁性材料では、電磁波の磁場が材料中の原子やイオンの磁
気モーメントに作用することで電磁波の吸収が起こります。素
材としては主にフェライト等が用いられ、特定の周波数に対し
て共鳴を起こし強い吸収が得られます。これらの材料を、さら
に複数組み合わせて作製される場合もあります。

電波吸収性能の測定
　電波吸収体の開発には、試作品の性能の測定が不可欠で
す。測定方法の１つとしてフリースペース法があり、電波吸収体
の吸収性能・遮蔽性能を測定することが可能です。
　図2に、フリース
ペース法による電
波吸収性能の測定
の概要を示します。
　最初に金属の反
射板に電磁波を照
射し、反射波強度を
測定します。次に反
射板の手前に吸収
体を挿入し、反射波
の減衰を測定することで吸収性能を求めます。
　当技術センターの設備では、周波数18GHzから110GHzの
範囲で測定が可能です。
参考： https://www.kptc.jp/kiki/191/
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　今回は工業材料の分析によく用いるICP発光分光分析装置
について紹介します。
　ICP発光分光分析の原理は次のとおりです。6000～
10000K1）のアルゴンプラズマ中に霧状の溶液試料を導入する
と、元素固有の発光スペクトルを生じます。これらのスペクトル
から定性・定量分析を行います。定性分析には他に簡便な方法
があるので、当センターでは定量分析を中心に行っています。
1）10000K（ケルビン）は10273.15℃

　ICP発光分光分析を行う際は、前処理として試料を溶液化
（なるべく酸性水溶液）する必要があります。望ましいのは、硝
酸・塩酸及びその混酸による溶液化です。試料の性状に応じて
過塩素酸や硫酸を使用することもありますが、硫酸は粘性が高
く密度も大きいので、できる限り使用量を抑えたいところで
す。硫酸は後述の物理干渉の原因にもなります。
　定量分析を行うには検量線の作成が必要です。水系試料で
あれば、標準溶液を適当な濃度に希釈して一定濃度の硝酸また
は塩酸酸性とします。金属材料の場合は、マトリックスとして主
成分である鉄や銅、アルミニウム、ニッケル等の高純度金属を
溶解したものを準備します。これを実試料と同じ濃度になるよう
に調製したものに、目的元素の標準溶液を段階的に加え、検量
線用溶液とします。これをマトリックスマッチングといいます。
　分析における問題点としては各種干渉が挙げられます。分光
干渉・物理干渉・イオン化干渉などがあり、実試料の分析の際に
は次のような対応をしています。
　分光干渉は、目的元素の分析線に他の元素や分子の発光ス
ペクトルが重なったり、ベースラインが変動したりする現象で

す。分光干渉の影響の少ない分析線を選択したり、マトリックス
マッチングをすることで補正が可能です。
　物理干渉は、試料溶液の粘性・密度・表面張力などの物理的
性質によりプラズマへの導入効率が変化する現象のことです。
イオン化干渉は、試料溶液中にアルカリ金属などのイオン化さ
れやすい元素が多く含まれたときに、プラズマ内の原子密度と
イオン密度のバランスが崩れる現象のことです。物理干渉、イ
オン化干渉ともに軽減するには、マトリックスマッチングまたは
標準添加法が有効です。
　試料が樹脂や塗膜の場合は金属材料よりも溶液化が困難で
す。硫酸による湿式分解、試料を灰化して酸に溶解、マイクロ波
加熱分解装置による分解などの方法がありますが、時間と手間
がかかる上、熟練が必要です。有機溶媒溶液を装置に導入する
とプラズマが不安定になるので、基本的には使用できません。

　ICP発光分光分析は、前処理が煩雑で時間がかかりますが、
検量線溶液を自分で調製できるので、既存の標準試料がなく
ても正確な定量分析が可能です。貴金属や希土類も含め非常
に多くの元素が測定可能です。真空紫外域に分析線をもつリ
ンや塩素も測定できますので、一般的な工業材料のほか医薬
品・食品、鉱物や岩石、生体試料など種々の分野で利用されて
います。
　当センターでの工業材料の分析には、いろいろな装置が用
いられます。どの装置を用いるかは、材料の種類・形状や分析
の目的によって異なります。
　●納入先を変更した際に、規格から外れていないかをチェッ
クしておきたい。

　●部品に不具合が生じ、成分が原因とは思えないがとりあえ
ず材質を確認したい。

　などの場合には、概略分析値が迅速に得られる蛍光X線分析
が適しています。
　それに対して材料の性質に大きく影響を与える合金元素や
不純物元素の数値を正確に定量したいという場合は、ICP発光
分光分析による定量を行うことになります。
　それぞれの分析法の長所や短所を把握した上で、適切な方
法を選ぶことが大切です。本装置は貸付対象ではなく依頼試
験での対応となります。化学・環境担当までご相談ください。
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り、我々の生活に不可欠な存在となっています。
　利用される電磁波は大まかに言えば、世代が進むほど周波
数は高くなる傾向にあり、今日では周波数30GHz～300GHz
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要であるのはもちろんですが、適切に電磁波を遮蔽・吸収する
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　例えばレーダーの場合、図１に示すように、本来の対象物か
ら届く反射波以外に、反射波が壁などで反射して届く場合があ
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み残るようにします。
　実例としては、船舶レーダーのために、海上の橋梁に電波吸
収体が設置されたことがあります。不要な反射波を抑制するこ
とは、レーダー以外にも通信における多重反射による混信や、
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　そのために電磁波遮蔽という手段が用いられることがありま
す。これは電磁波を透過させないことを主目的として使用しま
す。したがって、電磁波遮蔽では反射するのか吸収するのかは
あまり重要視しません。例を挙げると、電子機器の金属筐体が
あります。外部から飛来する電磁波を遮断して内部に入れない
ことが目的であり、筐体による反射はそれほど問題としません。
　一方で、上に挙げたレーダーの鏡像の場合、例えば壁や橋な
どを金属筐体で覆っても、筐体そのものが反射体になってしま
うため、反射の大きい材料では十分な対策ができません。その
ため、電磁波に対して反射も透過も小さく、吸収が大きい電波
吸収体を使用することが必要になります。
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　電波吸収体で吸収された電磁波のエネルギーは全て熱にな
ります。電波吸収体の素材は、電磁波を熱に変換する機構によっ
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で、ジュール熱に変換されます。導電性があることが重要です
が、金属単体のように導電率が高すぎると電磁波は表面で反
射されてしまうため、炭素材料や金属を繊維状にしたものが用
いられます。金属繊維は樹脂に練り込んだり、布状にして使用
されます。
　誘電体吸収材料では直流電流は流れませんが、高周波では
誘電損失により熱が生じます。通常、誘電体では外部電場の位
相に応じた分極が起こりますが、周波数が高いところでは分極
が電場の位相に追従できなくなり、その結果電磁波のエネル
ギーが誘電体内の分子の熱に変換されます。これは、電子レン
ジでマイクロ波が水を加熱するのと同じ現象です。素材の誘電
損失が大きいほど吸収効果が高く、カーボン粒子をウレタンや
ゴムに混合したものが用いられます。
　磁性材料では、電磁波の磁場が材料中の原子やイオンの磁
気モーメントに作用することで電磁波の吸収が起こります。素
材としては主にフェライト等が用いられ、特定の周波数に対し
て共鳴を起こし強い吸収が得られます。これらの材料を、さら
に複数組み合わせて作製される場合もあります。

電波吸収性能の測定
　電波吸収体の開発には、試作品の性能の測定が不可欠で
す。測定方法の１つとしてフリースペース法があり、電波吸収体
の吸収性能・遮蔽性能を測定することが可能です。
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ペース法による電
波吸収性能の測定
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測定します。次に反
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の減衰を測定することで吸収性能を求めます。
　当技術センターの設備では、周波数18GHzから110GHzの
範囲で測定が可能です。
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装置の概要
　本装置は、テラヘルツ波と呼ばれる赤外線と電波の中間域の周波数
の電磁波を光源とする分光分析装置であり、おおよそ0.1～7THzの間
の分光スペクトルの取得のほか、任意の周波数帯における分光イメー
ジング像（２D）の作成を行うことができます。本装置と機構の類似する
FT-IR（赤外分光装置）等とは異なり、テラヘルツ波は布、紙、器、ゴム、プ
ラスチック、セラミックスなどに高い透過性を持つという特徴を活かし
て、従来までの分光機器では分析の難しかった素材内部における現象
の把握や評価を、サンプルを破壊することなく実施することが可能と
なっています。

測定事例
　当センターでのテラヘルツ非破壊検査装置を用いた測定事例をご
紹介します。
　図1に、種々の製品等に使用されるプラスチック（ポリエステル・ポ
リアセタール・ポリ塩化ビニル）をサンプルに、吸光度の測定を行った
結果を示します。図より、プラスチックの種類毎に異なる特徴を持っ
たスペクトルが得られていることが分かり、このことは、たとえば諸元

の不明なプラスチック素材であっても、本装置を用いることで標準片
との比較を通じて素材種の判別に活用可能であることを示唆してい
ます。
　図2は、市販されている2液混合型のエポキシ樹脂の硬化過程を1分
毎に定時測定した結果となります。図のとおり、混合直後から吸光度が
大きく変化し始めますが、約30分程度が経過した後には吸光度の変化
は収束する傾向にあり、これは接着剤の硬化に伴う分子間の網目構造
の発達がスペクトルに反映されたものと考えられます。このように、本
装置は高分子材料等における反応過程のリアルタイムモニタリングと
いった用途にも適用し得ることを示しています。

　テラヘルツ波を用いた分光技術については学術的にも未だ発展途
上にあり、スペクトルに現れる個々のピークの帰属などに課題は残され
ているものの、測定により得られたスペクトルの相対的な比較を通じ
て、素材種の同定といったオーソドックスな評価のほか、測定方法の工
夫によりFT-IRやラマンでは難しいような評価も行うことが可能です。
　ぜひ、当センターのテラヘルツ非破壊検査装置を貴社製品の開発や
品質向上の一助としてご活用ください。
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雷サージ試験機
　雷サージとは、落雷により瞬間的に発生する高電圧・高電流
のことをいいます。雷が送電線などの近くに落ちると、急変し
た電磁界の影響により、雷サージが発生します。これを「誘導
雷」といい、コンセントなどを通じて、照明やパソコンといった
電気製品に印加されることで、機器の誤動作や故障を引き起
こします。
　本試験機では、擬似的に誘導雷による雷サージを発生させ
ることができ、試験対象機器に印加することで、雷サージへの
耐性を確認することができます。

※高エネルギーを印加しており危険ですので、試験中は試験機及
び試験対象機器周辺に立ち入ることはできません。

※試験対象機器の動作確認のためにパソコンなどを接続すると、
印加した雷サージによりそれらの機器が破損することがありま
すのでご注意ください。

静電気放電試験機
　冬の乾燥した日などに金属に触れたとき発生する静電気放
電は、数千ボルトという高電圧かつ急峻なパルス波です。これ
が電気製品の誤動作や故障を引き起こします。
　本試験機では、擬似的に静電気放電を発生させることができ、
試験対象機器の静電気放電耐性を確認することができます。
　試験対象機器に直接印加する場合、試験方法は接触放電と
気中放電の２種類があります。それぞれ使用する放電電極が異
なっており、先端がとがった円錐型の放電電極を使用するのが
接触放電、丸型の放電電極を使用するのが気中放電です。優先

する試験方法は接触放電で
あり、通常使用において人
体が直接触れる金属部に接
触させて印加します。気中放
電は、接触放電が適用でき
ない非金属部に対して近づ
けながら印加します。

●お問い合わせ先／ 京都府中小企業技術センター 応用技術課 電気･電子担当　TEL：075-315-8634  E-mail：ouyou@kptc.jp

●お問い合わせ先／ 京都府中小企業技術センター 基盤技術課 材料・機能評価担当　TEL：075-315-8633  E-mail：kiban@kptc.jp

　EMC(電磁環境両立性)とは、電気製品から発生する電磁ノイズと、電磁ノイズの中で電気製品が正常に動作できる耐性能力との双
方の基準を定めた国際的ルールです。当技術センターでは、EMC対策のための試験機器を設置しており、今回はその中から、雷サー
ジ試験機と静電気放電試験機についてご紹介します。

雷サージ試験機と静電気放電試験機機器紹介

　当センターでは、平成30年度JKA機械工業振興補助事業により「テラヘルツ非破壊検査装置」を導入しました。紙製品の接着層評
価、自動車多層塗膜の膜厚評価、塗装下のサビ検出、有機異物の検出、セラミック部品中の欠陥・ボイド評価、樹脂の配向評価、食品成
分の品質評価、医薬品の結晶多形評価など製品の品質や不具合評価にご利用ください。

テラヘルツ非破壊検査装置のご紹介機器紹介

装置仕様
MIG1206-3P-T（EMC PARTNER AG）
性　　能　サージ発生能力
 [対電源線など] 0.40～12kV
 [対通信線など] 0.25～ 6kV
用　　途　IEC規格のインパルス性イミュニティ試験
 （IEC 61000-4-5）
依頼試験
手 数 料 2,550円/件（2時間までごと）

装置仕様
ESS-2002EX/TC-815R（株式会社ノイズ研究所）
性　　能　出力電圧　0.2～30kV
 静電気印加モード　接触放電・気中放電
用　　途　IEC規格のインパルス性イミュニティ試験
　　　　　（IEC 61000-4-2）
依頼試験
手 数 料 1,530円/件（2時間までごと）

図１　雷サージ試験機

図3　静電気放電試験機

図2　放電電極
上：接触放電用  下：気中放電用

図1　汎用プラスチックの分光測定例 図2　エポキシ系接着剤の硬化過程

装置仕様 TAS7500TS（株式会社アドバンテスト製）
仕様

料金

測定周波数範囲 分光測定 ： 0.5～7THz
イメージング測定 ： 0.1～4THz
分光測定 ： 透過・反射・ATR
イメージング測定 ： 透過・反射
分光測定 ： 57dB以上
イメージング測定 ： 60dB以上
16ms、8ms、1ms
3.8GHz（16ms/scan時）
150×150mm（高解像モード ： 20×20mm）
1.5×1.5mm（高解像モード ： 0.2×0.2mm）
室温～300℃（分光測定透過モードのみ）

10,200円/1時間

測定モード

SN比

スキャンレート
周波数分解能
イメージング範囲
イメージングピッチ
ホルダ制御温度範囲

機器貸付



装置の概要
　本装置は、テラヘルツ波と呼ばれる赤外線と電波の中間域の周波数
の電磁波を光源とする分光分析装置であり、おおよそ0.1～7THzの間
の分光スペクトルの取得のほか、任意の周波数帯における分光イメー
ジング像（２D）の作成を行うことができます。本装置と機構の類似する
FT-IR（赤外分光装置）等とは異なり、テラヘルツ波は布、紙、器、ゴム、プ
ラスチック、セラミックスなどに高い透過性を持つという特徴を活かし
て、従来までの分光機器では分析の難しかった素材内部における現象
の把握や評価を、サンプルを破壊することなく実施することが可能と
なっています。

測定事例
　当センターでのテラヘルツ非破壊検査装置を用いた測定事例をご
紹介します。
　図1に、種々の製品等に使用されるプラスチック（ポリエステル・ポ
リアセタール・ポリ塩化ビニル）をサンプルに、吸光度の測定を行った
結果を示します。図より、プラスチックの種類毎に異なる特徴を持っ
たスペクトルが得られていることが分かり、このことは、たとえば諸元

の不明なプラスチック素材であっても、本装置を用いることで標準片
との比較を通じて素材種の判別に活用可能であることを示唆してい
ます。
　図2は、市販されている2液混合型のエポキシ樹脂の硬化過程を1分
毎に定時測定した結果となります。図のとおり、混合直後から吸光度が
大きく変化し始めますが、約30分程度が経過した後には吸光度の変化
は収束する傾向にあり、これは接着剤の硬化に伴う分子間の網目構造
の発達がスペクトルに反映されたものと考えられます。このように、本
装置は高分子材料等における反応過程のリアルタイムモニタリングと
いった用途にも適用し得ることを示しています。

　テラヘルツ波を用いた分光技術については学術的にも未だ発展途
上にあり、スペクトルに現れる個々のピークの帰属などに課題は残され
ているものの、測定により得られたスペクトルの相対的な比較を通じ
て、素材種の同定といったオーソドックスな評価のほか、測定方法の工
夫によりFT-IRやラマンでは難しいような評価も行うことが可能です。
　ぜひ、当センターのテラヘルツ非破壊検査装置を貴社製品の開発や
品質向上の一助としてご活用ください。
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雷サージ試験機
　雷サージとは、落雷により瞬間的に発生する高電圧・高電流
のことをいいます。雷が送電線などの近くに落ちると、急変し
た電磁界の影響により、雷サージが発生します。これを「誘導
雷」といい、コンセントなどを通じて、照明やパソコンといった
電気製品に印加されることで、機器の誤動作や故障を引き起
こします。
　本試験機では、擬似的に誘導雷による雷サージを発生させ
ることができ、試験対象機器に印加することで、雷サージへの
耐性を確認することができます。

※高エネルギーを印加しており危険ですので、試験中は試験機及
び試験対象機器周辺に立ち入ることはできません。

※試験対象機器の動作確認のためにパソコンなどを接続すると、
印加した雷サージによりそれらの機器が破損することがありま
すのでご注意ください。

静電気放電試験機
　冬の乾燥した日などに金属に触れたとき発生する静電気放
電は、数千ボルトという高電圧かつ急峻なパルス波です。これ
が電気製品の誤動作や故障を引き起こします。
　本試験機では、擬似的に静電気放電を発生させることができ、
試験対象機器の静電気放電耐性を確認することができます。
　試験対象機器に直接印加する場合、試験方法は接触放電と
気中放電の２種類があります。それぞれ使用する放電電極が異
なっており、先端がとがった円錐型の放電電極を使用するのが
接触放電、丸型の放電電極を使用するのが気中放電です。優先

する試験方法は接触放電で
あり、通常使用において人
体が直接触れる金属部に接
触させて印加します。気中放
電は、接触放電が適用でき
ない非金属部に対して近づ
けながら印加します。

●お問い合わせ先／ 京都府中小企業技術センター 応用技術課 電気･電子担当　TEL：075-315-8634  E-mail：ouyou@kptc.jp

●お問い合わせ先／ 京都府中小企業技術センター 基盤技術課 材料・機能評価担当　TEL：075-315-8633  E-mail：kiban@kptc.jp

　EMC(電磁環境両立性)とは、電気製品から発生する電磁ノイズと、電磁ノイズの中で電気製品が正常に動作できる耐性能力との双
方の基準を定めた国際的ルールです。当技術センターでは、EMC対策のための試験機器を設置しており、今回はその中から、雷サー
ジ試験機と静電気放電試験機についてご紹介します。

雷サージ試験機と静電気放電試験機機器紹介

　当センターでは、平成30年度JKA機械工業振興補助事業により「テラヘルツ非破壊検査装置」を導入しました。紙製品の接着層評
価、自動車多層塗膜の膜厚評価、塗装下のサビ検出、有機異物の検出、セラミック部品中の欠陥・ボイド評価、樹脂の配向評価、食品成
分の品質評価、医薬品の結晶多形評価など製品の品質や不具合評価にご利用ください。

テラヘルツ非破壊検査装置のご紹介機器紹介

装置仕様
MIG1206-3P-T（EMC PARTNER AG）
性　　能　サージ発生能力
 [対電源線など] 0.40～12kV
 [対通信線など] 0.25～ 6kV
用　　途　IEC規格のインパルス性イミュニティ試験
 （IEC 61000-4-5）
依頼試験
手 数 料 2,550円/件（2時間までごと）

装置仕様
ESS-2002EX/TC-815R（株式会社ノイズ研究所）
性　　能　出力電圧　0.2～30kV
 静電気印加モード　接触放電・気中放電
用　　途　IEC規格のインパルス性イミュニティ試験
　　　　　（IEC 61000-4-2）
依頼試験
手 数 料 1,530円/件（2時間までごと）

図１　雷サージ試験機

図3　静電気放電試験機

図2　放電電極
上：接触放電用  下：気中放電用

図1　汎用プラスチックの分光測定例 図2　エポキシ系接着剤の硬化過程

装置仕様 TAS7500TS（株式会社アドバンテスト製）
仕様

料金

測定周波数範囲 分光測定 ： 0.5～7THz
イメージング測定 ： 0.1～4THz
分光測定 ： 透過・反射・ATR
イメージング測定 ： 透過・反射
分光測定 ： 57dB以上
イメージング測定 ： 60dB以上
16ms、8ms、1ms
3.8GHz（16ms/scan時）
150×150mm（高解像モード ： 20×20mm）
1.5×1.5mm（高解像モード ： 0.2×0.2mm）
室温～300℃（分光測定透過モードのみ）

10,200円/1時間

測定モード

SN比

スキャンレート
周波数分解能
イメージング範囲
イメージングピッチ
ホルダ制御温度範囲

機器貸付



　中丹商品開発部では既製品の改良から新商品の開発まで、
デジタルツールの活用、異業種間の連携を促進するために検
討会を毎月開催しています。検討会の中では、企業が抱えてい
る技術課題を発表していただき、その内容について、様々な業
種の人からの意見や助言を得て、設計・試作から製品化を行う
流れとなっています。中丹商品開発部で具体的に試作を行った
事例をご紹介します。

 事例紹介
ハンドプレス機のユニバーサルデザインについて

司工業株式会社
　革製品のボタン（はとめ）の取り付け作業を行ってもらってい
る足の不自由な人から、既存ハンドプレス機は非常に使いにく
く、作業効率が上がらないとの声が出ており、既存ハンドプレス
機を改良し、使いやすく作業性を向上させたいとの課題発表が
ありました。

【現状及び課題】
　現地に訪問し、実際に行われている作業内容を確認。作業を
されている方の動作や環境などを観察しました。
　ハンドプレス機を使う作業は、手前にボタンと革を置き、奥に
あるアームを下に強く押すことで金属がカシメられてボタンが
取り付けられます。既存品ではアームの力点が遠く、作業する
際に大きな動作が必要となります。また、カシメの最後には大

きな力が必要で体重を載せることになり、飛び乗るような動作
が必要になっています。
　
１．ハンドプレス機を一時的に預
かって３Ｄスキャンを行い、３Ｄプ
リンタで実際に可動する縮小モ
デルを製作して、どこに問題が
あるか、どのように改良を行うべ
きかなど、モデルを確認しなが
ら、意見交換を行いました。

２．改良案では既存のハンドプレ
ス機に、新たに支点とアームを
設けて力点の位置を変更し、
座ったままで作業できるようにし
て作業性を向上。また軽い力で
簡単にカシメられるようにアー
ム長さを変更しています。試作
品は最終的に、作業所内での作
業がしやすい形状となりました。

　中丹商品開発部では、企業か
らの開発のご相談をお待ちして
います。

知財専門家（弁理士と弁護士）による知財相談会（無料）
― 中堅・中小企業、個人事業主、創業予定の個人の方優先 ―

「知財総合支援窓口」では、特許や商標など知財に関する様々な悩み・課題について相談を受け付け、窓口支援担当者、知財専門家（弁理士・弁護士等）や
支援機関と連携して解決に向けたアドバイスを無料で行います。

◉日　　　程　毎週月曜日～金曜日（休日、祝日を除く）　　　◉相談時間帯　9:00～12:00 ＆ 13:00～17:00

◉日　　　程　毎週金曜日（休日、祝日を除く）　　　◉相談時間帯　9:30～12:00 ＆ 13:00～16:30

「産業財産権相談会」 産業財産権に関する相談をご希望であれば、どなたでも相談可能です。

◉日　　　程

◉日　　　程　１１月２０日 ・１２月１８日 草地　邦晴 氏　　◉相談時間帯　13:00～16:00（相談時間は原則1時間以内とさせて頂きます。）

◉相談時間帯　13:00～16:00（相談時間は原則1時間以内とさせて頂きます。）

場 所／京都発明協会 相談室
※いずれも前日16:00までの予約制です。

弁理士による“府内巡回”知財相談会（無料）
― 産業財産権に関する相談をご希望であれば、どなたでも相談可能です ―

◉日　　　程 １１月  ７日 龍竹　史朗 氏　舞鶴商工会議所（舞鶴市浜町66）
 １１月２８日 奥村　一正 氏　和束町商工会（相楽郡和束町釜塚京町19）
 １２月１２日 奥村　公敏 氏　福知山商工会議所（福知山市字中ノ27）

◉相談時間帯　13:30～16:30
 （相談時間は原則1時間以内とさせて頂きます。）

※いずれも前日15:00までの予約制です。

弁理士が府内の商工会議所・商工会等で無料の相談会を開催します。お近くの方は是非ご利用下さい。

知財相談員による知財相談会（無料） 場所／京都発明協会 相談室
※いずれも事前予約制です。

申込み、お問い合わせ先

一般社団法人 京都発明協会 TEL：075-326-0066（窓口直通）/075-315-8686 〔https://kyoto-hatsumei.com/〕

１１月  ５日 西川　幸慶 氏
１１月  ７日 笠松　信夫 氏
１１月１２日 越場　　洋 氏
１１月１３日 河原　哲郎 氏
１１月１４日 河野　　修 氏

１１月１９日 清水　尚人 氏
１１月２１日 久留　　徹 氏
１１月２６日 大坪　隆司 氏
１１月２７日 北東　慎吾 氏
１２月  ３日 西川　幸慶 氏

１２月  ５日 佐野　禎哉 氏
１２月１０日 越場　　洋 氏
１２月１１日 河原　哲郎 氏
１２月１２日 仙波　　司 氏
１２月１７日 清水　尚人 氏

１２月１９日 三宅　紘子 氏
１２月２４日 大坪　隆司 氏
１２月２５日 北東　慎吾 氏

京都府中小企業技術センター 企画連携課 企画・情報担当　TEL：075-315-8635  E-mail：kikaku@kptc.jp

京都発明協会からのお知らせ（11～12月）
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特許・商標等の出願から権利取得に至るまでの手続、類似技術や類似名称の調査、ライセンス契約、海外展開における注意点等の
知的財産全般について無料でご相談に応じます。

自社製品の模倣品が出回った際の対策、知的財産契約への助言、侵害警告への対応、知的財産訴訟、権利活用上の留意点等の知
的財産問題について無料でご相談に応じます。

弁理士による相談

弁護士による相談

●お問い合わせ先／ 京都府中小企業技術センター 中丹技術支援室　TEL：0773-43-4340  E-mail：chutan@kptc.jp

　中丹技術支援室では昨年度からデジタルマニファクチャリング研究会を開催しています。研究会では高速開発支援セミナー、
ＣＡＥ基礎トレーニング、ワークショップ、そして中丹商品開発部という４つの事業を行っており、今回は、当室で全面的に支援を
行っている中丹商品開発部について紹介します。

技術
センターから

デジタルマニファクチャリング研究会
「中丹商品開発部」活動紹介

企業が抱える技術課題について検討

３Dプリンタで製作した縮小モデル

改良型ハンドプレス機（右）



　中丹商品開発部では既製品の改良から新商品の開発まで、
デジタルツールの活用、異業種間の連携を促進するために検
討会を毎月開催しています。検討会の中では、企業が抱えてい
る技術課題を発表していただき、その内容について、様々な業
種の人からの意見や助言を得て、設計・試作から製品化を行う
流れとなっています。中丹商品開発部で具体的に試作を行った
事例をご紹介します。

 事例紹介
ハンドプレス機のユニバーサルデザインについて

司工業株式会社
　革製品のボタン（はとめ）の取り付け作業を行ってもらってい
る足の不自由な人から、既存ハンドプレス機は非常に使いにく
く、作業効率が上がらないとの声が出ており、既存ハンドプレス
機を改良し、使いやすく作業性を向上させたいとの課題発表が
ありました。

【現状及び課題】
　現地に訪問し、実際に行われている作業内容を確認。作業を
されている方の動作や環境などを観察しました。
　ハンドプレス機を使う作業は、手前にボタンと革を置き、奥に
あるアームを下に強く押すことで金属がカシメられてボタンが
取り付けられます。既存品ではアームの力点が遠く、作業する
際に大きな動作が必要となります。また、カシメの最後には大

きな力が必要で体重を載せることになり、飛び乗るような動作
が必要になっています。
　
１．ハンドプレス機を一時的に預
かって３Ｄスキャンを行い、３Ｄプ
リンタで実際に可動する縮小モ
デルを製作して、どこに問題が
あるか、どのように改良を行うべ
きかなど、モデルを確認しなが
ら、意見交換を行いました。

２．改良案では既存のハンドプレ
ス機に、新たに支点とアームを
設けて力点の位置を変更し、
座ったままで作業できるようにし
て作業性を向上。また軽い力で
簡単にカシメられるようにアー
ム長さを変更しています。試作
品は最終的に、作業所内での作
業がしやすい形状となりました。

　中丹商品開発部では、企業か
らの開発のご相談をお待ちして
います。

知財専門家（弁理士と弁護士）による知財相談会（無料）
― 中堅・中小企業、個人事業主、創業予定の個人の方優先 ―

「知財総合支援窓口」では、特許や商標など知財に関する様々な悩み・課題について相談を受け付け、窓口支援担当者、知財専門家（弁理士・弁護士等）や
支援機関と連携して解決に向けたアドバイスを無料で行います。

◉日　　　程　毎週月曜日～金曜日（休日、祝日を除く）　　　◉相談時間帯　9:00～12:00 ＆ 13:00～17:00

◉日　　　程　毎週金曜日（休日、祝日を除く）　　　◉相談時間帯　9:30～12:00 ＆ 13:00～16:30

「産業財産権相談会」 産業財産権に関する相談をご希望であれば、どなたでも相談可能です。

◉日　　　程

◉日　　　程　１１月２０日 ・１２月１８日 草地　邦晴 氏　　◉相談時間帯　13:00～16:00（相談時間は原則1時間以内とさせて頂きます。）

◉相談時間帯　13:00～16:00（相談時間は原則1時間以内とさせて頂きます。）

場 所／京都発明協会 相談室
※いずれも前日16:00までの予約制です。

弁理士による“府内巡回”知財相談会（無料）
― 産業財産権に関する相談をご希望であれば、どなたでも相談可能です ―

◉日　　　程 １１月  ７日 龍竹　史朗 氏　舞鶴商工会議所（舞鶴市浜町66）
 １１月２８日 奥村　一正 氏　和束町商工会（相楽郡和束町釜塚京町19）
 １２月１２日 奥村　公敏 氏　福知山商工会議所（福知山市字中ノ27）

◉相談時間帯　13:30～16:30
 （相談時間は原則1時間以内とさせて頂きます。）

※いずれも前日15:00までの予約制です。

弁理士が府内の商工会議所・商工会等で無料の相談会を開催します。お近くの方は是非ご利用下さい。

知財相談員による知財相談会（無料） 場所／京都発明協会 相談室
※いずれも事前予約制です。

申込み、お問い合わせ先

一般社団法人 京都発明協会 TEL：075-326-0066（窓口直通）/075-315-8686 〔https://kyoto-hatsumei.com/〕

１１月  ５日 西川　幸慶 氏
１１月  ７日 笠松　信夫 氏
１１月１２日 越場　　洋 氏
１１月１３日 河原　哲郎 氏
１１月１４日 河野　　修 氏

１１月１９日 清水　尚人 氏
１１月２１日 久留　　徹 氏
１１月２６日 大坪　隆司 氏
１１月２７日 北東　慎吾 氏
１２月  ３日 西川　幸慶 氏

１２月  ５日 佐野　禎哉 氏
１２月１０日 越場　　洋 氏
１２月１１日 河原　哲郎 氏
１２月１２日 仙波　　司 氏
１２月１７日 清水　尚人 氏

１２月１９日 三宅　紘子 氏
１２月２４日 大坪　隆司 氏
１２月２５日 北東　慎吾 氏

京都府中小企業技術センター 企画連携課 企画・情報担当　TEL：075-315-8635  E-mail：kikaku@kptc.jp

京都発明協会からのお知らせ（11～12月）
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特許・商標等の出願から権利取得に至るまでの手続、類似技術や類似名称の調査、ライセンス契約、海外展開における注意点等の
知的財産全般について無料でご相談に応じます。

自社製品の模倣品が出回った際の対策、知的財産契約への助言、侵害警告への対応、知的財産訴訟、権利活用上の留意点等の知
的財産問題について無料でご相談に応じます。

弁理士による相談

弁護士による相談

●お問い合わせ先／ 京都府中小企業技術センター 中丹技術支援室　TEL：0773-43-4340  E-mail：chutan@kptc.jp

　中丹技術支援室では昨年度からデジタルマニファクチャリング研究会を開催しています。研究会では高速開発支援セミナー、
ＣＡＥ基礎トレーニング、ワークショップ、そして中丹商品開発部という４つの事業を行っており、今回は、当室で全面的に支援を
行っている中丹商品開発部について紹介します。

技術
センターから

デジタルマニファクチャリング研究会
「中丹商品開発部」活動紹介

企業が抱える技術課題について検討

３Dプリンタで製作した縮小モデル

改良型ハンドプレス機（右）



https://www.kptc.jp

http://www.kyoto-isc.jp/

https://www.ki21.jp

代表 TEL 075-315-9234　FAX 075-315-9240
北部支援センター 〒627-0004 京丹後市峰山町荒山２２５
 TEL 0772-69-3675　FAX 0772-69-3880
けいはんな支所 〒619-0294 関西文化学術研究都市（京都府 精華・西木津地区） KICK内
 TEL 0774-95-2220　FAX 0774-66-7546
KICK  TEL 0774-66-7545　FAX 0774-66-7546
京都経済センター支所 〒600-8009 京都市下京区四条通室町東入函谷鉾町78
 TEL 075-708-3333　FAX 075-708-3262

代表 TEL 075-315-2811　FAX 075-315-1551
中丹技術支援室 〒623-0011 綾部市青野町西馬場下３3-１ 北部産業創造センター内
 TEL 0773-43-4340　FAX 0773-43-4341
けいはんな分室 〒619-0294 関西文化学術研究都市（京都府 精華・西木津地区） KICK内
 TEL 0774-95-5050　FAX 0774-66-7546

編集協力／株式会社ティ・プラス

〒600-8813 京都市下京区中堂寺南町１３４
2019年11月1日発行
年6回（5月・7月・9月・11月・1月・3月）

&

がんばる企業をサポートするビジネス情報誌

シリーズ“京の技”
「京都中小企業優秀技術賞」

P.1

“けいはんな”発、元気企業
P.7

設備貸与企業紹介
P.12

雷サージ試験機と
静電気放電試験機

P.19

ICP発光分光分析について
P.18

デジタルマニファクチャリング
研究会

P.21

京都産業２１トピックス

京都府中小企業技術センター トピックス

「中小企業応援センター」のご紹介

次世代の自動車用ホイール×京都の工芸

総合受付には、お客様相談窓口としてコンシェルジュが常駐し、「創業」「事
業承継」「経営改善」「販路開拓」「融資・資金」「雇用・人材育成」などの経営
課題に応じて適切な産業支援機関をご案内します。

商工会、商工会議所、京都府商
工会連合会、京都府中小企業団
体中央会、京都産業21を核に構
成される中小企業応援隊。中小
企業の皆様の声をよく聴いて、
経営の安定と成長に向け様々な
悩みに寄り添い支援します。

　京都経済センターの３階、４階を中心に展開する「中小企業応援
センター」には府内の産業支援機関が集まり、それぞれが持つ情
報、ノウハウ、ネットワークを活用し、中小企業の皆様を応援します。

●お問い合わせ先／ （公財）京都産業21 京都経済センター支所　TEL：075-708-3333  E-mail：keizai-center@ki21.jp

どなたでもご利用いただける貸会議室の
ご予約はホームページから
https://keizai-center.kyoto/

起業・新事業のための共創の場 元気な商店街づくりの支援 海外ビジネスへの取組支援

TEL  075-708-3063

お客様相談窓口
（よろず支援拠点）

商店街創生センター中小企業応援隊の拠点 京都海外ビジネスセンター
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シリーズ「京の技」 ― タマヤ（株）
事業承継セミナー開催報告
近畿・四国合同広域商談会 受注企業募集のお知らせ
令和元年度下請取引適正化推進月間
“けいはんな”発、元気企業 ― ミツフジ（株）
「２０１９年度 京都府高等学校ロボット大会」開催報告
グルメ＆ダイニングスタイルショー秋２０１９及び
地方銀行フードセレクション２０１９「京都ブース」出展報告
こんにちは、京都産業21です
小規模企業者等ビジネス創造設備貸与制度のご案内
設備貸与企業紹介 ― （株）マナ
受発注あっせん情報
研究報告
― 凝集・合金化処理を利用した抗菌性複合化銀粒子の検討
― 電源線伝導電磁ノイズの誤差要因検証
技術トレンド ― 電波吸収体について 
業務・相談事例紹介 ― ICP発光分光分析について
機器紹介
― 雷サージ試験機と静電気放電試験機
― テラヘルツ非破壊検査装置のご紹介
技術センターから
― デジタルマニファクチャリング研究会
　 「中丹商品開発部」活動紹介
京都発明協会からのお知らせ
トピックス  ・中小企業応援センターのご紹介

・次世代の自動車用ホイール × 京都の工芸

　当技術センターが支援している新工芸研究会は、京都が培ってきた工芸の素材や技術、感性、そして文化を新素材や新技術と
融合させて、国内外の生活空間や商業空間に生かしていけるような新たな工芸の「もの」や「こと」を生み出すことを目指して活動
しています。最近の研究テーマは「現代のＢtoＢのお誂え」。かつて本阿弥光悦や尾形光琳らが公家や大名、豪商などをパトロン＝
顧客として、京都の職人たちの優れた技を生かしてそれまでにない新しい造形や表現を創出し提供してきた「琳派のモノづくりの
仕組み」を現代に再構築しています。
　そこに「京都の伝統工芸とコラボして、自動車用ホイールの未知の魅力を探り提案したい」と、コンセプトホイール制作の注文を
くださったのは自動車用ホイールを主力製品とする中央精機（株）。当研究会がプロデューサーとなって会員企業とそのネット
ワーク工房の技術を横断的に取り入れて制作し、９月に開催された自動車メーカー向け技術展示会に出展して好評を博しました。
　京都の工芸とのコラボレーションを考えておられる企業さんはぜひ当研究会にご相談ください。
　■ 新工芸研究会　http://www.shinkogei-kyoto.com

新工芸研究会の「現代のＢtoＢのお誂え」事業

中央精機(株)の方々も毎月の例会やミーティングに
参加され、一緒に検討を重ねた

「華」をテーマとしたホイールは金箔が透ける朱合漆
の上に梨地の蒔絵を施した

「翔」がテーマのホイールは龍をモチーフに、京焼の
玉を掴む五本の爪を鎚起で表現した

オープンイノベーション
カフェ「KOIN」

コイン


